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土
山
・
甲
賀
・
信
楽
の
各
支
所
会
議
室
な
ど
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
が
使
用
で
き
ま
す

笑
顔
と

笑
顔
の

ふ
れ     

ス
ペ
ー
ス
へ

笑
顔
と

笑
顔
の

ふ
れ     

ス
ペ
ー
ス
へ

あ
い

土
山
・
甲
賀
・
信
楽
の
各
支
所
会
議
室
な
ど
の  

空
き
ス
ペ
ー
ス
が
使
用
で
き
ま
す

使用できる支所庁舎の部屋

こ
れ
ま
で
会
議
室
な
ど
と
し
て
使
用
し
て
き
ま
し
た
土
山
・
甲
賀
・

信
楽
の
各
支
所
の
空
き
部
屋
を
庁
舎
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
市
民

の
皆
さ
ん
に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ご
利
用
い
た
だ
け
る
の
は
支
所
業
務
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
地
域

の
自
治
や
産
業
の
振
興
、
公
共
の
福
祉
向
上
な
ど
を
目
的
と
す
る
活

動
で
、
年
間
使
用
か
1
か
月
使
用
か
の
ど
ち
ら
か
と
な
り
ま
す
。

空き室の箇所や状況などの詳細は各支所に直接お問い合わせください。

◎土山支所庁舎

館・階等 部屋名 部屋の広さ（㎡） 使用料（円）
年間使用 月使用

本館５階

会 議 室 ５B 55.72 278,600 27,860
会 議 室 ５C 55.78 278,900 27,890
会 議 室 ５D 47.73 238,650 23,865
会 議 室 ５F 62.32 311,600 31,160
会 議 室 ５G 40.25 201,250 20,125
会 議 室 ５H 31.90 159,500 15,950

本館６階 旧議場（研修などに使
用できます） 220.80 半日1回5,000円

◎甲賀支所庁舎

館・階等 部屋名 部屋の広さ（㎡）
使用料（円）

年間使用 月使用

本 館 ２ 階
フリースペース① 80.24 240,720 24,070
フリースペース② 22.42 67,260 6,720
第5会議室(旧助役室) 35.72 107,160 10,710

開発センター２階
集 会 室 54.60 163,800 16,380
委 員 会 室 22.40 67,200 6,720
研 究 室 21.66 64,980 6,490

◎信楽支所庁舎

館・階等 部屋名 部屋の広さ（㎡）
使用料（円）

年間使用 月使用

本 館 ３ 階

議 員 控 室 31.92 127,680 12,760
議 長 室 21.00 84,000 8,400
旧 議 会 事 務 局 17.36 69,440 6,940
会 議 室 Ａ 52.50 210,000 21,000
会 議 室 Ｂ 42.30 169,200 16,920
会 議 室 Ｃ 26.88 107,520 10,750

m土山支所庁舎
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【
応
募
対
象
者
】

原
則
と
し
て
市
民
で
組
織
さ
れ
る
公
共
性
の
あ
る

団
体
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

原
則
と
し
て
使
用
開
始
予
定
日
の
1
か
月
前
ま
で

に
、
別
に
定
め
る
申
込
書
を
ご
使
用
に
な
り
た
い

支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
期
間
】

特
に
設
定
し
ま
せ
ん
。
お
申
し
込
み
の
都
度
、
空

き
室
の
箇
所
な
ど
を
確
認
し
次
項
に
掲
げ
る
手
続

き
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

【
対
象
者
の
決
定
】

応
募
い
た
だ
い
た
対
象
者
の
中
か
ら
、
市
役
所

内
に
設
置
す
る
審
査
会
で
定
め
る
審
査
基
準
に

基
づ
き
次
に
掲
げ
る
順
位
で
選
考
し
、
市
長
が

決
定
し
ま
す
。

1
、地
域
の
自
治
会（
区
）・
町
内
会

2
、ま
ち
づ
く
り
団
体
・
N
P
O

3
、生
涯
学
習
団
体
・
社
会
福
祉
団
体

4
、産
業
振
興
団
体
・
協
会

5
、そ
の
他
、市
長
が
特
に
必
要
と
認

　

 

め
る
団
体

使
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は

【使用時間】
支所業務日の就業時間内(8:30〜17:15)です。これ以
外の時間や休日、祝祭日の使用は、あらかじめ使用
する支所に直接お問い合わせいただき、事前にお届
けください。
【使用期間の単位】
短期は1ヶ月、長期は1年とし更新も可能とします。
(ただし、公務上必要が生じたときは、事前にお知ら
せします。)
【使用料】
ご使用いただくためには、光熱水費など維持管理に
必要な最低限のご負担をお願いします。(ただし、電
話は利用者でご準備ください。)なお、使用料は使用
単位での前払いとしますが、期間の日割り計算はし
ません。

【使用の制限】
次のいずれかに該当すると認められるときは、ご使
用いただけません。
・�その使用が公の秩序または善良な風俗を乱すおそ
れがあるとき
・支所の業務及び施設管理上支障があるとき。
・�集団的または常習的に暴力的不当行為を行うおそ
れある組織の利益になるとき。
・�全ての宗教活動や社会通念上営利行為であると認
められるとき。
・�特定の政党の利害や公私の選挙に関係した利用と
認められるとき。
・�上記に掲げるほか、適当な使用でないと認められ
るとき。

【使用の中止】
応募時の条件と異なった使用をされたとき、または
条件に反して使用されているときは、中止していた
だきます。

使用されるときは

問い合わせ・申し込み
土山支所庁舎のご使用は……土山支所地域窓口課
　☎66−１１０１　FAX66−１５６４

甲賀支所庁舎のご使用は……甲賀支所地域窓口課
　☎88−４１０１　FAX88−３１０４

信楽支所庁舎のご使用は……信楽支所地域窓口課
　☎82−１１２１　FAX82−３４１５

施　設　名 年間額 月額

土 山 支 所 庁 舎 5,000円 500円

甲 賀 支 所 庁 舎 3,000円 300円

信 楽 支 所 庁 舎 4,000円 400円

(㎡当たりの使用料)

ただし、特に必要と認めるときは減免を受けられます。

m信楽支所庁舎

m甲賀支所庁舎
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全国お茶まつりが
 あいこうか市民 ホールを主会場に

滋賀県内での開催は
昭和43年以来39年ぶり

　

お
茶
業
界
最
大
の
行
事
で
あ
る
全
国
お
茶
ま
つ
り
が
滋

賀
県
内
で
は
昭
和
43
年
に
大
津
で
開
催
さ
れ
て
以
来
、
39

年
ぶ
り
に
本
市
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
を
主
と
し
て
開

催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

甲
賀
市
は
朝
宮
茶
、
土
山
茶
な
ど
お
茶
の
産
地
と
し
て

全
国
的
に
も
有
名
で
す
。
こ
の
お
茶
ま
つ
り
を
機
会
に
甲

賀
の
お
茶
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
発
見
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

甲
賀
市
は
お
茶
の
栽
培
に

適
し
た
土
地
柄

　

お
茶
の
栽
培
に
は
気
象
や
土
壌
な

ど
の
条
件
が
大
き
く
影
響
を
受
け
ま

す
。
ま
た
昼
夜
の
気
温
差
が
は
っ
き

り
と
し
た
場
所
で
の
お
茶
は
品
質
が

良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

甲
賀
市
は
1
日
の
気
温
の
較
差
が

大
変
大
き
く
ま
た
霧
が
発
生
し
や
す

い
た
め
、
お
茶
づ
く
り
に
適
し
て
い

る
土
地
柄
と
い
え
る
の
で
す
。

県
内
一
の
生
産
量
を

誇
る
甲
賀
の
お
茶

　

市
内
で
は
主
に
土
山
、
信
楽
、
水

口
の
各
地
域
で
生
産
さ
れ
、
そ
れ
ら

の
栽
培
面
積
は
5
8
4
h
a
、
生
産

量
は
7
1
2
t
と
県
内
生
産
量
の
約

8
割
と
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。
特

に
土
山
地
域
は
生
産
量
・
栽
培
面
積

と
も
県
内
一
番
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

5
月
頃
か
ら
市
内
で
も

お
茶
摘
み
が
始
ま
り
ま
す

　

八
十
八
夜
の
5
月
2
日
頃
に
は
市

内
の
茶
畑
で
、
農
林
大
臣
賞
受
賞
を

め
ざ
し
品
評
会
出
品
の
た
め
の
手
摘

み
が
始
ま
り
ま
す
。
市
内
の
生
産
農

家
の
中
で
は
日
々
お
茶
づ
く
り
の
研

究
が
行
わ
れ
、
関
西
茶
品
評
会
や
全

国
茶
品
評
会
な
ど
で
も
常
に
上
位
に

入
賞
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
の

品
評
会
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

味
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た

『
土
山
茶
』

　

『
土
山
茶
』
は
、
南
北
朝
時
代
文

和
5
年
（
1
3
5
6
年
）、
常
明
寺

の
僧
「
鈍ど
ん
翁の
う

」
が
京
都
の
大
徳
寺
か

ら
茶
の
実
を
持
ち
帰
っ
て
寺
で
栽
培

し
た
の
が
起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

標
高
2
0
0
m
程
度
の
丘
陵
地
で
栽

培
さ
れ
、
味
は
や
や
渋
み
が
強
く
、

上
品
で
ま
っ
た
り
し
た
程
よ
い
口
当

た
り
が
特
徴
で
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
た
お
茶
で
す
。

　

1
2
0
0
年
の
伝
統

『
朝
宮
茶
』

　

『
朝
宮
茶
』
は
、
約
1
2
0
0
年

前
に
伝
教
大
使
「
最
澄
」
が
中
国
か

ら
茶
の
実
を
持
ち
帰
り
岩
谷
山
（
現

在
の
仙
禅
寺
一
円
）
に
植
え
た
の
が

起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
急
な
傾
斜

地
と
朝
晩
の
寒
暖
差
が
大
き
い
厳
し

い
自
然
条
件
で
栽
培
さ
れ
、
味
は
さ

っ
ぱ
り
と
し
た
渋
み
の
中
に
も
甘
み

が
あ
り
、
ま
た
〝
香
り
朝
宮
〞
と
呼

ば
れ
る
と
お
り
香
り
の
素
晴
ら
し
さ

が
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、宇
治
茶（
京
都
府
）、川
根
・

本
山
茶（
静
岡
県
）、狭
山（
埼
玉
県
）

な
ど
と
並
び
日
本
五
大
銘
茶
の
ひ
と

つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
内
で
も
有
数
の
良
質
茶

「
水
口
茶
」

　

『
水
口
茶
』
は
、
寛
永
年
間

（
1
6
2
4
年
〜
1
6
4
4
年
）
に

茶
人
で
あ
っ
た
小
堀
遠
州
が
茶
の
樹

を
植
え
さ
せ
た
の
が
起
源
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
で
は
主
に
今
郷
地
区

の
茶
園
を
中
心
に
生
産
さ
れ
、
豊
か

な
風
土
を
生
か
し
た
お
茶
は
県
内
で

も
有
数
の
良
質
茶
で
す
。

11月25日㊐開催

　

お
茶
を
通
し
て

　

甲
賀
市
を
全
国
に
発
信

　

こ
の
お
茶
ま
つ
り
と
い
う
大

会
を
通
し
て
甲
賀
市
の
茶
業
振

興
は
も
と
よ
り
、
特
産
品
や
観

光
資
源
を
広
く
全
国
に
発
信
す

る
絶
好
の
機
会
と
な
る
よ
う
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

甲
賀
市
産
の
お
茶
を
使
用
し
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
茶
が
好
評
で
す
。

　

J
A
甲
賀
郡
な
ど
が
開
発
し
た

「
甲
賀
の
お
茶
」「
ゆ
め
お
う
み
」、

水
口
町
商
工
会
女
性
部
が
開

発
し
た
「
ゆ
う
が
お
茶
」、

滋
賀
県
茶
商
業
組
合
の
開
発

し
た
「
近
江
の
し
ず
く
」
な

ど
続
々
と
新
し
い
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
茶
が
開
発
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
お
茶
は
、
発
売

当
初
か
ら
大
変
好
評
で
甲
賀

市
を
P
R
す
る
た
め
に
活
躍

中
で
す
。

ペ
ッ
ト

　

ボ
ト
ル
茶 

作品のテーマ：茶畑の風景や
お茶の生産・加工・販売に
携わる人や茶の間のといっ
たお茶への親しみを感じさ
せる写真。

第61回 開催開催

　

お
茶
ま
つ
り
で
は
、
褒
章
授
与
式
お
よ

び
消
費
拡
大
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
あ
り
、
こ

れ
ら
は
11
月
25
日（
日
）、
あ
い
こ
う
か
市

民
ホ
ー
ル
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

芸
術
品
の
よ
う
な
お
茶
や
お
茶
に
関
連

し
た
写
真
、
ま
た
児
童
に
よ
る
絵
画
等
の

展
示
な
ど
に
加
え
、
様
々
な
茶
の
試
飲
・

販
売
、
滋
賀
県
の
特
産
品
等
の
物
産
展
な

ど
が
予
定
さ
れ
、
お
茶
に
つ
い
て
学
べ
る

催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
口
、
土
山
の
両
歴
史
民
俗
資

料
館
で
は
、
お
茶
ま
つ
り
の
開
催
に
あ
わ

せ
、
特
別
展
示
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

全国
お茶まつり

フォト
コンテスト

問
い
合
わ
せ

　

農
業
振
興
課
　

農
産
係

　
　

☎
　

6
5
│

0
7
1
2

　

F
A
X
6
3
│

4
5
9
2

問い合わせ　大会事務局　㈳滋賀県茶業会議所
　　　　　　☎63-6960　FAX63-5204

「近江の茶」フォトコンテストの
作品を募集します

全国お茶まつりの開催にあわせ「近江の茶」フォト
コンテストの作品を募集します。

詳しくは大会事務局へお問い合わせください。

締　　切：７月20日㈮
作品規格：カラー四つ切プリン

トで未発表のもの。
表　　彰：優秀作品には、賞金

が贈られます。

日本五大銘茶に数えられる朝宮茶

1125
（日）

生産量・栽培面積とも県内一を誇る土山の茶園

昨年の第60回全国お茶まつり
（静岡県川根本町）

続
々
と
開
発
さ
れ
る
甲
賀

市
産
の
お
茶
を
ブ
レ
ン
ド
し

た
新
し
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
茶

好評
発売中

「
甲
賀
の
お
茶
」「
ゆ
め
お
う
み
」

「
ゆ
う
が
お
茶
」「
近
江
の
し
ず
く
」

【市内のお茶栽培面積】

  地　域 　　面　積
土　　山 300ha
信　　楽 174ha
水　　口 65ha
そ の 他 45ha
合　　計 584ha
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か
市
民
ホ
ー
ル
を
主
と
し
て
開

催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

甲
賀
市
は
朝
宮
茶
、
土
山
茶
な
ど
お
茶
の
産
地
と
し
て

全
国
的
に
も
有
名
で
す
。
こ
の
お
茶
ま
つ
り
を
機
会
に
甲

賀
の
お
茶
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
発
見
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

甲
賀
市
は
お
茶
の
栽
培
に

適
し
た
土
地
柄

　

お
茶
の
栽
培
に
は
気
象
や
土
壌
な

ど
の
条
件
が
大
き
く
影
響
を
受
け
ま

す
。
ま
た
昼
夜
の
気
温
差
が
は
っ
き

り
と
し
た
場
所
で
の
お
茶
は
品
質
が

良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

甲
賀
市
は
1
日
の
気
温
の
較
差
が

大
変
大
き
く
ま
た
霧
が
発
生
し
や
す

い
た
め
、
お
茶
づ
く
り
に
適
し
て
い

る
土
地
柄
と
い
え
る
の
で
す
。

県
内
一
の
生
産
量
を

誇
る
甲
賀
の
お
茶

　

市
内
で
は
主
に
土
山
、
信
楽
、
水

口
の
各
地
域
で
生
産
さ
れ
、
そ
れ
ら

の
栽
培
面
積
は
5
8
4
h
a
、
生
産

量
は
7
1
2
t
と
県
内
生
産
量
の
約

8
割
と
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。
特

に
土
山
地
域
は
生
産
量
・
栽
培
面
積

と
も
県
内
一
番
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

5
月
頃
か
ら
市
内
で
も

お
茶
摘
み
が
始
ま
り
ま
す

　

八
十
八
夜
の
5
月
2
日
頃
に
は
市

内
の
茶
畑
で
、
農
林
大
臣
賞
受
賞
を

め
ざ
し
品
評
会
出
品
の
た
め
の
手
摘

み
が
始
ま
り
ま
す
。
市
内
の
生
産
農

家
の
中
で
は
日
々
お
茶
づ
く
り
の
研

究
が
行
わ
れ
、
関
西
茶
品
評
会
や
全

国
茶
品
評
会
な
ど
で
も
常
に
上
位
に

入
賞
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
の

品
評
会
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

味
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た

『
土
山
茶
』

　

『
土
山
茶
』
は
、
南
北
朝
時
代
文

和
5
年
（
1
3
5
6
年
）、
常
明
寺

の
僧
「
鈍ど
ん
翁の
う

」
が
京
都
の
大
徳
寺
か

ら
茶
の
実
を
持
ち
帰
っ
て
寺
で
栽
培

し
た
の
が
起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

標
高
2
0
0
m
程
度
の
丘
陵
地
で
栽

培
さ
れ
、
味
は
や
や
渋
み
が
強
く
、

上
品
で
ま
っ
た
り
し
た
程
よ
い
口
当

た
り
が
特
徴
で
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
た
お
茶
で
す
。

　

1
2
0
0
年
の
伝
統

『
朝
宮
茶
』

　

『
朝
宮
茶
』
は
、
約
1
2
0
0
年

前
に
伝
教
大
使
「
最
澄
」
が
中
国
か

ら
茶
の
実
を
持
ち
帰
り
岩
谷
山
（
現

在
の
仙
禅
寺
一
円
）
に
植
え
た
の
が

起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
急
な
傾
斜

地
と
朝
晩
の
寒
暖
差
が
大
き
い
厳
し

い
自
然
条
件
で
栽
培
さ
れ
、
味
は
さ

っ
ぱ
り
と
し
た
渋
み
の
中
に
も
甘
み

が
あ
り
、
ま
た
〝
香
り
朝
宮
〞
と
呼

ば
れ
る
と
お
り
香
り
の
素
晴
ら
し
さ

が
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、宇
治
茶（
京
都
府
）、川
根
・

本
山
茶（
静
岡
県
）、狭
山（
埼
玉
県
）

な
ど
と
並
び
日
本
五
大
銘
茶
の
ひ
と

つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
内
で
も
有
数
の
良
質
茶

「
水
口
茶
」

　

『
水
口
茶
』
は
、
寛
永
年
間

（
1
6
2
4
年
〜
1
6
4
4
年
）
に

茶
人
で
あ
っ
た
小
堀
遠
州
が
茶
の
樹

を
植
え
さ
せ
た
の
が
起
源
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
で
は
主
に
今
郷
地
区

の
茶
園
を
中
心
に
生
産
さ
れ
、
豊
か

な
風
土
を
生
か
し
た
お
茶
は
県
内
で

も
有
数
の
良
質
茶
で
す
。

11月25日㊐開催

　

お
茶
を
通
し
て

　

甲
賀
市
を
全
国
に
発
信

　

こ
の
お
茶
ま
つ
り
と
い
う
大

会
を
通
し
て
甲
賀
市
の
茶
業
振

興
は
も
と
よ
り
、
特
産
品
や
観

光
資
源
を
広
く
全
国
に
発
信
す

る
絶
好
の
機
会
と
な
る
よ
う
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

甲
賀
市
産
の
お
茶
を
使
用
し
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
茶
が
好
評
で
す
。

　

J
A
甲
賀
郡
な
ど
が
開
発
し
た

「
甲
賀
の
お
茶
」「
ゆ
め
お
う
み
」、

水
口
町
商
工
会
女
性
部
が
開

発
し
た
「
ゆ
う
が
お
茶
」、

滋
賀
県
茶
商
業
組
合
の
開
発

し
た
「
近
江
の
し
ず
く
」
な

ど
続
々
と
新
し
い
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
茶
が
開
発
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
お
茶
は
、
発
売

当
初
か
ら
大
変
好
評
で
甲
賀

市
を
P
R
す
る
た
め
に
活
躍

中
で
す
。

ペ
ッ
ト

　

ボ
ト
ル
茶 

作品のテーマ：茶畑の風景や
お茶の生産・加工・販売に
携わる人や茶の間のといっ
たお茶への親しみを感じさ
せる写真。

第61回 開催開催

　

お
茶
ま
つ
り
で
は
、
褒
章
授
与
式
お
よ

び
消
費
拡
大
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
あ
り
、
こ

れ
ら
は
11
月
25
日（
日
）、
あ
い
こ
う
か
市

民
ホ
ー
ル
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

芸
術
品
の
よ
う
な
お
茶
や
お
茶
に
関
連

し
た
写
真
、
ま
た
児
童
に
よ
る
絵
画
等
の

展
示
な
ど
に
加
え
、
様
々
な
茶
の
試
飲
・

販
売
、
滋
賀
県
の
特
産
品
等
の
物
産
展
な

ど
が
予
定
さ
れ
、
お
茶
に
つ
い
て
学
べ
る

催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
口
、
土
山
の
両
歴
史
民
俗
資

料
館
で
は
、
お
茶
ま
つ
り
の
開
催
に
あ
わ

せ
、
特
別
展
示
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

全国
お茶まつり

フォト
コンテスト

問
い
合
わ
せ

　

農
業
振
興
課
　

農
産
係

　
　

☎
　

6
5
│

0
7
1
2

　

F
A
X
6
3
│

4
5
9
2

問い合わせ　大会事務局　㈳滋賀県茶業会議所
　　　　　　☎63-6960　FAX63-5204

「近江の茶」フォトコンテストの
作品を募集します

全国お茶まつりの開催にあわせ「近江の茶」フォト
コンテストの作品を募集します。

詳しくは大会事務局へお問い合わせください。

締　　切：７月20日㈮
作品規格：カラー四つ切プリン

トで未発表のもの。
表　　彰：優秀作品には、賞金

が贈られます。

日本五大銘茶に数えられる朝宮茶

1125
（日）

生産量・栽培面積とも県内一を誇る土山の茶園

昨年の第60回全国お茶まつり
（静岡県川根本町）

続
々
と
開
発
さ
れ
る
甲
賀

市
産
の
お
茶
を
ブ
レ
ン
ド
し

た
新
し
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
茶

好評
発売中

「
甲
賀
の
お
茶
」「
ゆ
め
お
う
み
」

「
ゆ
う
が
お
茶
」「
近
江
の
し
ず
く
」

【市内のお茶栽培面積】

  地　域 　　面　積
土　　山 300ha
信　　楽 174ha
水　　口 65ha
そ の 他 45ha
合　　計 584ha
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さらなる市民サービスの向上　へ組織・機構が新しくなりますさらなる市民サービスの向上　へ組織・機構が新しくなります
～水口支所を市民窓口センターへ改編、新たに市民活動推進室・　法務室・特区推進室、教育委員会に子ども未来課を設置～

【改編する主な事項】
①住民主体のまちづくりと協働への取り組みを進める
ため市民活動推進課を設置

　（区・自治会活動、国際交流、コミュニティ活動に関
する業務を取り扱います）

②法令遵守の推進条例の施行に伴い法務室を設置
③教育委員会に就学前教育の充実や幼保一元化へ向
け子ども未来課を設置

（幼稚園・保育園に関する業務。ただし、入園手続きなど
は、従前どおり支所・窓口センターで取り扱います）

④市民活動推進室の設置に伴い従前の市民生活課と
環境課を統合し生活環境課を設置

⑤市民窓口サービスの向上とワンストップサービス化
へ向け水口支所を市民窓口センターに改編

　（これまでの水口支所の業務を取り扱います）
⑥「国際陶芸産業都市特区」計画を推進するため特
区推進室を設置

⑦土山・甲賀・甲南・信楽支所の窓口業務の一体化
を図るため、総合窓口課と地域振興課を統合
し、地域窓口課を設置

　
　※なお、改編された部のみ掲載しています。
    （上下水道部は変更ありません）

平成19年度から甲賀市総合計画が本格的に動き出し同計画に掲げる将来像「人　自然　輝きつづける　あい甲賀」
へ向け新たにスタートします。
そうしたことから、いずれも迅速かつ的確な対応ができるよう組織・機構を以下のとおり改編しました。 部 課・室 係 電話番号 FAX

市 民 環 境 部 市 民 課 市民窓口担当 62-4272
65-6338

戸籍住民担当 65-0683

市 民 窓 口
セ ン タ ー 保 険 年 金 課 国 保 年 金 係 65-0688

63-4618
老 保 医 療 係 65-0689

 水口地域の福祉・生活環 境窓口関係 62-1621 63-4086

生 活 環 境 課 生活交通担当 65-0685

63-4582環境政策担当 65-0691

廃棄物対策担当 65-0690

人 権 政 策 課 人 権 対 策 係 65-0693

同 和 対 策 係 65-0694 63-4582

男女共同参画係 65-0695

健 康 福 祉 部 介 護 福 祉 課 高齢者福祉係 65-0696

福 祉 事 務 所 介 護 保 険 係 65-0698 63-4085

（水口社会福祉
　センター内）

介護予防認定係 65-0697

地域包括支援センター 86-8033 86-5974

社 会 福 祉 課 福 祉 政 策 係 65-0700
※ これまでの児童福祉課の

業務は、保育園関係を除
き社会福祉課で取り扱い
ます。

生 活 福 祉 係 65-0701
63-4085

障 害 福 祉 係 65-0702

児 童 家 庭 係 65-0705

健 康 推 進 課 健 康 推 進 係 65-0703
63-4591

母 子 保 健 係 65-0704

産 業 経 済 部 商 工 観 光 課 商工観光担当 65-0707

63-4087労 政 担 当 65-0710

特 区 推 進 室 65-0708

企 業 立 地 対 策 室 65-0709 63-4087

農 業 振 興 課 農 政 係 65-0711

農 産 係 65-0712 63-4592

鳥獣害対策係 65-0734

農 村 整 備 課 基 盤 整 備 係 65-0713
63-4592

施 設 管 理 係 65-0714

林 業 振 興 課 林 業 振 興 係 65-0715
63-4592

森 林 整 備 係 65-0716

部 課・室 係 電話番号 FAX

建 設 部 都 市 計 画 課 計 画 係 65-0719

公 園 緑 地 係 65-0720
63-4601

　 区 画 整 理 係 65-0721

地 籍 調 査 係 65-0606

管　 理　 課 道 路 河 川 担 当 65-0722
63-4601

公 営 住 宅 担 当 65-0609

建　 設　 課 用 地 担 当 65-0723

建 設 担 当 65-0724 63-4601

建 築 担 当 65-0725

国 県 事 業 課 65-0726 63-4601

教育委員会事務局 教 育 総 務 課 総 務 係 86-8018
86-8380

（ 甲 南 庁 舎 ） 学 校 施 設 係 86-8227

学 校 教 育 課 学 務 管 理 係 86-8019
86-8380

指 導 教 職 員 係 86-8020

教 育 研 究 所 86-8100 86-8196

こ ど も 未 来 課 管 理 係 86-8179

　　 幼稚園　保育園 86-8380

指 導 振 興 係 86-8182

生 涯 学 習 課 生 涯 学 習 係
86-8021

施 設 係 86-8380
青 少 年 対 策 室 86-8022

文 化 振 興 課 文 化 振 興 係
62-2626 62-2625

施 設 係

生涯スポーツ課 スポーツ振興係
86-8023 86-8380

施 設 係

人 権 教 育 課 人 権 教 育 係
86-8024 86-8380

同 和 教 育 係

歴 史 文 化 財 課 調 査 管 理 係
86-8026

86-8216埋 蔵 文 化 財 係
市 史 編 さ ん 室 86-8075

市 民 担 当
保 険 福 祉 担 当
総 務 環 境 担 当
地 域 振 興 担 当
人 権 担 当

地域窓口課の業務

土 山 支 所 地 域 窓 口 課 66-1101 66-1564

甲 賀 支 所 地 域 窓 口 課 88-4101 88-3104

甲 南 支 所 地 域 窓 口 課 86-4161 86-8029

信 楽 支 所 地 域 窓 口 課 82-1121 82-3415

支所 ※支所での窓口業務は従来どおりです。
※土山保健センターは土山支所２階に移ります。

�
�
�
�
�

１　階 2　階 3　階

課
・
室
名

甲南支所（地域窓口課）、
上水道業務課、上水道
工務課、下水道管理
課、下水道建設課

教育総務課、学校教育課、
教育研究所、こども未来課、
生涯学習課、青少年対策室、
生涯スポーツ課、人権教育課

歴史文化財課、
市史編纂室

甲南庁舎内の課・室　※緑太字は新たに設けられた課・室
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さらなる市民サービスの向上　へ組織・機構が新しくなりますさらなる市民サービスの向上　へ組織・機構が新しくなります
～水口支所を市民窓口センターへ改編、新たに市民活動推進室・　法務室・特区推進室、教育委員会に子ども未来課を設置～

【改編する主な事項】
①住民主体のまちづくりと協働への取り組みを進める
ため市民活動推進課を設置

　（区・自治会活動、国際交流、コミュニティ活動に関
する業務を取り扱います）

②法令遵守の推進条例の施行に伴い法務室を設置
③教育委員会に就学前教育の充実や幼保一元化へ向
け子ども未来課を設置

（幼稚園・保育園に関する業務。ただし、入園手続きなど
は、従前どおり支所・窓口センターで取り扱います）

④市民活動推進室の設置に伴い従前の市民生活課と
環境課を統合し生活環境課を設置

⑤市民窓口サービスの向上とワンストップサービス化
へ向け水口支所を市民窓口センターに改編

　（これまでの水口支所の業務を取り扱います）
⑥「国際陶芸産業都市特区」計画を推進するため特
区推進室を設置

⑦土山・甲賀・甲南・信楽支所の窓口業務の一体化
を図るため、総合窓口課と地域振興課を統合
し、地域窓口課を設置

　
　※なお、改編された部のみ掲載しています。
    （上下水道部は変更ありません）

平成19年度から甲賀市総合計画が本格的に動き出し同計画に掲げる将来像「人　自然　輝きつづける　あい甲賀」
へ向け新たにスタートします。
そうしたことから、いずれも迅速かつ的確な対応ができるよう組織・機構を以下のとおり改編しました。

部 課・室 係 電話番号 FAX

総 務 部 秘 書 広 報 課 秘 書 係 65-0662
63-4619

広 報 公 聴 係 65-0675

総 　 務 　 課 総 務 係 65-0663
63-4554

総 合 防 災 係 65-0665

法 　 務 　 室 65-0664 63-4554

63-4554
市 民 活 動 推 進 課 市 民 活 動 担 当 65-0687

交 流 推 進 担 当 65-0604

危 機 管 理 対 策 室 65-0733 63-4554

職 　 員 　 課 人 事 係 65-0668
63-4554

給 与 係 65-0669

企　 画　 部 企 画 政 策 課 企 画 政 策 担 当 65-0670
63-4554

交 通 政 策 担 当 65-0672

行 政 改 革 推 進 室 65-0671 63-4554

甲賀病院移転準備室 65-0661 63-4554

情 報 政 策 課 システム管理係 65-0673
63-4559

情 報 化 推 進 係 65-0674

財　 務　 部 財 　 政 　 課 財 政 係 65-0676
63-4561

財 産 管 理 係 65-0677

契 約 検 査 課 65-0678 63-4561

税 　 務 　 課 市 民 税 係 65-0679

資 産 税 係 65-0680 63-4574

収 納 推 進 係 65-0682

納 　 税 　 課 65-0681 63-4574

部 課・室 係 電話番号 FAX

市 民 環 境 部 市 民 課 市民窓口担当 62-4272
65-6338

戸籍住民担当 65-0683

市 民 窓 口
セ ン タ ー 保 険 年 金 課 国 保 年 金 係 65-0688

63-4618
老 保 医 療 係 65-0689

 水口地域の福祉・生活環 境窓口関係 62-1621 63-4086

生 活 環 境 課 生活交通担当 65-0685

63-4582環境政策担当 65-0691

廃棄物対策担当 65-0690

人 権 政 策 課 人 権 対 策 係 65-0693

同 和 対 策 係 65-0694 63-4582

男女共同参画係 65-0695

健 康 福 祉 部 介 護 福 祉 課 高齢者福祉係 65-0696

福 祉 事 務 所 介 護 保 険 係 65-0698 63-4085

（水口社会福祉
　センター内）

介護予防認定係 65-0697

地域包括支援センター 86-8033 86-5974

社 会 福 祉 課 福 祉 政 策 係 65-0700
※ これまでの児童福祉課の

業務は、保育園関係を除
き社会福祉課で取り扱い
ます。

生 活 福 祉 係 65-0701
63-4085

障 害 福 祉 係 65-0702

児 童 家 庭 係 65-0705

健 康 推 進 課 健 康 推 進 係 65-0703
63-4591

母 子 保 健 係 65-0704

産 業 経 済 部 商 工 観 光 課 商工観光担当 65-0707

63-4087労 政 担 当 65-0710

特 区 推 進 室 65-0708

企 業 立 地 対 策 室 65-0709 63-4087

農 業 振 興 課 農 政 係 65-0711

農 産 係 65-0712 63-4592

鳥獣害対策係 65-0734

農 村 整 備 課 基 盤 整 備 係 65-0713
63-4592

施 設 管 理 係 65-0714

林 業 振 興 課 林 業 振 興 係 65-0715
63-4592

森 林 整 備 係 65-0716

１　階 2　階 3　階

課
・
室
名

市民窓口センター（市民課、保険年金課）、
税務課、納税課、会計課、人権政策課、
生活環境課、商工観光課、特区推進室、
企業立地対策室

秘書広報課、総務課、選挙管理委員会事務局、法務室、市民活動推進課、
危機管理対策室、職員課、企画政策課、行政改革推進室、甲賀病院移転
準備室、財政課、契約検査課、農業振興課、農村整備課、林業振興課、
都市計画課、管理課、建設課、国県事業課、農業委員会事務局

議会事務局、
監査委員事務局
情報政策課

水口庁舎内の課・室　※緑太字は新たに設けられた課・室

《電話での問い合わせ等は各課・室へのダイヤルインへお願いします》
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昨
年
7
月
に
県
か
ら
市

に
移
管
さ
れ
た
『
あ
い
こ

う
か
市
民
ホ
ー
ル
（
旧
水

口
文
化
芸
術
会
館
）』
は
、

今
後
市
民
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
利
用
者
に
親
し
ま

れ
、
愛
さ
れ
る
市
の
文
化

芸
術
の
拠
点
施
設
と
す
る

た
め
「
座
席
や
照
明
音
響

設
備
の
更
新
お
よ
び
ト
イ

レ
や
ホ
ワ
イ
エ
な
ど
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
」
等
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
行
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
次
の

期
間
を
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

工
事
完
成
後
は
、
一
層
使
い
や
す
く
親
し
み
や
す
い
ホ
ー
ル

を
め
ざ
し
ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
ご
来
館
、
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

改修工事に伴い休館します
問
い
合
わ
せ
　

文
化
振
興
課
　

あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

　
　
　

☎
6
2
│
2
6
2
6　

F
A
X
6
2
│
2
6
2
5

4
月
1
日（
日
）〜
10
月
31
日（
水
）

休
館
期
間

●
た
だ
し
、
4
月
中
は
大
ホ
ー
ル
以
外
の
練
習
室
等
を

　

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

あいこうか市民ホール

　貸与の限度額は（月額）10万円で、無利子の貸付となります。
貸与を受けた修学資金は卒業後5年以内に50％（家業に就く方は
70％）の償還をいただくこととなります。
　次のとおり平成19年度の修学資金貸与学生を募集します。
募集人員／若干名
修学機関／デザインまたは窯業に関する技術、技能などを養成
する機関

貸与期間／２年以内
貸与額／月額10万円を限度として貸与、無利子。
貸与条件／修学終了後引き続き５年以上陶業関連事業所に就業
しようとする方で高等学校卒業又は高等学校卒業と同等の学
力を有すると認められる方

資金返還／貸与を受けた修学資金は卒業後５年以内に50％（家
業を就く方は70％）の償還をいただくこととなります。

申請手続／所定の申請書、在学証明書、修学に必要な経費報告書、
作文、面接等。（採否及び貸与額は修学資金貸与審査会で決定
します。）

募集締切／４月20日（金）

陶業後継者
育成修学資金の
貸与・修学生募集
陶業後継者の育成を目的に、
将来、信楽焼および八田焼の
関連事業所で５年以上勤務し
ようとする方に修学資金の貸
与制度があります。

問い合わせ　商工観光課　☎65-0707　FAX63-4087

小
口
簡
易
資
金
貸
付
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　

小※

規
模
企
業
者
の
方
々

に
無
担
保
無
保
証
人
で
資

金
調
達
の
機
会
を
提
供
す

る
融
資
制
度
と
し
て
、
ご

活
用
い
た
だ
い
て
い
る
甲

賀
市
小
規
模
企
業
者
小
口

簡
易
資
金
が
、
４
月
１
日

か
ら
以
下
の
と
お
り
改
正

さ
れ
ま
す
。

改
正
事
項
　
　
　
　

改
　

正
　

前
　
　
　
　
　
　
　
　

改
　

正
　

後
　
　
　
　
　
　
　

留
　

意
　

点

貸
付
利
率
の
引
き

上
げ
（
市
場
金
利

の
上
昇
）

1
・
8
％
　
　
　
　
　
　
　
　

2
・
0
％

借
換
条
件
の
緩
和

直
近
１
年
以
上
12
回
元
利

返
済
を
遅
滞
な
く
し
て
い

る
こ
と
。

（
県
の
経
営
安
定
借
換

資
金
へ
の
借
換
融
資
実

行
日
か
ら
１
年
以
上

経
過
）

直
近
６
ヶ
月
以
上
６
回
元
利
返

済
を
遅
滞
な
く
し
て
い
る
こ
と
。

（
県
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保

証
資
金
へ
の
借
換
融
資
実

行
日
か
ら
６
ヶ
月
以
上
経

過
）

今
後
も
改
正
の
予
定

4
月
2
日
か
ら
9
月

28
日
ま
で
に
受
け
付

け
た
も
の
に
限
る

※
4
月
の
受
付
か
ら
申
込
書
が
変
わ
り
ま
す
。
新
し
い
申
込
書
は
商
工
観
光
課
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　

商
工
観
光
課
　

☎
6
5
│

0
7
0
7　

F
A
X
6
3
│

4
0
8
7

4月1日から
甲南診療所の
診療日が
変わります。

診療日

火曜日・金曜日の週2日
受付時間

13：30～17：00
診療時間

14：00～受付終了分

問い合わせ
保険年金課
☎65－0689 FAX63－4618
甲南診療所
☎・FAX86－2552

※
常
時
使
用
す
る
従
業
員
数
が

20
人
、（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は

5
人
）
以
下
の
法
人
・
個
人
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人権擁護委員による人権相談

平成19年度
「人権・よろず相談」の日程

平成19年度の「人権・よろず相談」の日程は下記のとおりです。
人権に関する悩み事や相談したいことを、人権擁護委員がお伺いし、必要
に応じて情報提供などを行います。相談は無料で、秘密は厳守します。

実施地域 会　　場 相談時間 開　　設　　日
水 口 町 水口社会福祉センター

13:30～16:00

毎月第2木曜日(6月は1日、12月は第1木曜日)
土 山 町 土 山 開 発 セ ン タ ー 毎月5日(祝日は翌日、6月は1日)土日の場合は翌月曜日
甲 賀 町 市 役 所 甲 賀 支 所 毎月第1月曜日(1月は第3月、6月は1日)
甲 南 町 市 役 所 甲 南 庁 舎 毎月第3火曜日(6月は1日と第3火曜日)
信 楽 町 信 楽 開 発 セ ン タ ー 毎月第2金曜日(6月と12月は第1金曜日)

上記の相談日程は予定です。詳細は、毎月15日発行の広報あいこうか「相談コーナー」でご確認ください。

●相談の具体例●
・離婚や扶養、相続など、家庭内での問題が起こった。　　・公務員による乱暴や不当な扱いをされた。
・家主や地主から一方的に追い立てられている。　　　　　・セクシャル・ハラスメントを受けている。
・外国人という理由でアパートの入居を拒否された。　　　・子ども、高齢者が虐待を受けている。
・体罰や「いじめ」を受けた。　　　　　　　　　　　　　・部落差別を受けた。

市内で活躍いただいている人権擁護委員は以下
の方々です。(4月1日現在、敬称略)

水口町

西
にしかわ

川　良
りょうへい

平 植196番地 62-4488

谷
たにぐち

口　昭
あきのぶ

信 神明4番29号 62-1284

西
にしむら

村　泰
やすお

雄 新城83番地 62-3413

池
いけだ

田　仁
ひとみ

美 下山802番地392 63-2448

森
もりむら

村シズ子
こ 中邸1番26号 62-7070

土山町
市
いちい

井　幸
ゆきお

夫 大野2155番地 67-0103

竜
りゅうおう

王　勝
かつこ

子 黒川2063番地 68-0598

前
まえだ

田喜
き し え

志江 北土山2185番地 66-0203

甲賀町
久
ひさの

野　寛
かんじょう

城 神保1848番地3 88-4404

平
ひらお

尾　敏
としかず

一 田堵野574番地1 88-3780

中
なかもと

本たみ子
こ 神2473番地 88-4348

甲南町
三
みよし

好　隆
りゅうえき

益 新治1105番地 86-2582

田
たなか

中　義
よしと

人 野川1337番地 86-5220

伊
いむろ

室　信
のぶこ

子 寺庄588番地1 86-2857

信楽町
北
きたむら

村　信
のぶお

雄 神山469番地2 82-2047

中
なかじま

島　清
きよみ

美 柞原782番地 82-3262

豊
とよだ

田いづみ 江田539番地 82-1566

人権擁護委員とは?
　人権擁護委員は、人格識見が高く、広く社会
の実情に通じ、人権擁護についての理解のある
社会事業家、教育者、弁護士等の中から市町村
長が推薦し、法務大臣が委嘱した方たちです。
　毎年12月の人権週間期間中にはタスキを掛け
て街頭啓発をしていただいています。また、毎
月の活動として「人権・よろず相談」をはじめ、
様々な場面で人権擁護、啓発にご尽力いただい
ています。

問い合わせ　人権政策課
　　　　　　☎65−0693　FAX63−4582

　

平
成
19
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
、
人

権
擁
護
委
員
の
谷た
に
き
た北
嘉か
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん
、

市い
ち
い井
幸ゆ
き
お夫
さ
ん
、
石い
し
だ田
昭あ
き
よ
し尚
さ
ん
（
以

上
、
土
山
）、
田た
ば
た畑

幸さ
ち
こ子

さ
ん
（
甲
賀
）、

植う
え
だ田
郁か
お
るさ
ん
（
信
楽
）
の
5
名
の
方
が

任
期
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
左
記
の
3
名
の
方
が

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

任
期
は
、
平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で

の
3
年
間
で
す
。

　

今
後
、市
内
の
「
人
権
・
よ
ろ
ず
相
談
」

を
中
心
に
、「
人
権
週
間
」
に
お
け
る

街
頭
啓
発
や
市
内
で
の
人
権
擁
護
活
動

な
ど
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

　

人
権
に
関
わ
る
悩
み
ご
と
を
抱
え
て

お
ら
れ
る
方
は
、
人
権
擁
護
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
再
任
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員

市い
ち
い井　

幸ゆ
き
お夫
さ
ん
（
土
山
町
大
野
）

●
新
任
の
人
権
擁
護
委
員

前ま
え
だ田　

喜き

志し

江え

さ
ん
（
土
山
町
北
土
山
）

豊と
よ
だ田　

い
づ
み
さ
ん
（
信
楽
町
江
田
）

人権擁護委員の
市井さんが再任
前田さん・豊田さんが
新たに委嘱される
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こうかチャレンジデー2007こうかチャレンジデー2007
今年で３回目のエントリー
　市では、このチャレンジデーを通して年齢や性別を
問わず誰もが気軽に参加し、「住民の健康づくり」や「市
の活性化」のきっかけづくりをめざします。
　開催日は、平日となりますが午前０時から午後９時
までの間に15分以上継続して何らかの運動やスポーツ
を、地域・学校・職場・自宅など市内であればどこで
も参加いただけ、グループや個人でも参加が可能です。

チャレンジデー取り組み例
●区・自治体
住民が参加しやすい時間帯にウォーキングなど

●学校など
15分以上とれる休憩時間や昼休みを利用しランニングや
ドッヂボール大会など

●職場
朝礼の時間や昼休み時間等を利用しストレッチ体操や
ウォーキング等の軽運動

※それぞれ取りまとめてご報告ください。

　以前から地域・学校・職場にあった方法で
工夫してチャレンジデーに参加いただいてい
る場合は、これまでと同様15分以上継続し
て運動いただきましたら、ご報告ください。
　報告先などの詳細は、広報あいこうか５月
号でお知らせします。

５月３０日 (水) 開催
甲賀市が元気な日

※チャレンジデーは、毎
年５月の最終水曜日に世
界中で行われている住民
参加型スポーツイベント
で、参加した住民の参加
率を競うものです。

m
気
軽
に
取
り
組
め
る

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

n

社
内
朝
礼
で
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

問い合わせ　生涯スポーツ課
☎86-8023　FAX86-8380

JR草津線や信楽高原鐵道のダイヤ改正等に伴い、４月１日
からハローバス（甲賀・甲南）、信楽高原バスの一部の便で
ダイヤを改正します。今回のダイヤ改正は、部分的な変更
のみですので、時刻表は従来のものをご利用ください。

◆改正内容
ハローバス（甲賀）
学校の下校時間と調整を行い、大原線、油日線
の時刻を変更します。
【大原線】

甲賀駅 大原ダム 甲賀駅
従　来 １５：０１ １５：２１ １５：４５
改定後 １５：０１ １５：２１ １５：３７
※ 甲賀駅→大原ダム→甲賀駅 を 甲賀駅→大原ダ
ム→創健館経由に変更

【油日線】
甲賀駅 油日小学 甲賀駅

従　来 １４：５２ １５：００ １５：３７
改定後 １５：０１ １５：１１ １５：４６

ハローバス（甲南）
土曜日の1日あたり平均利用者数が10人に満
たない状況から、東西南北線について、土休
日運休を実施します。（環状線は従来どおり運
行します）

信楽高原バス（信楽）
国道422号線富川トンネルの開通に伴い、下記の通りダイヤを改正します。

信楽駅 宮尻 京阪石山 京阪石山 宮尻 信楽駅

従　来 ６：１５ ６：４５ ７：１５ ７：２０ ７：５０ ８：２０
改定後 ６：２０ ６：５０ ７：１５ ７：２０ ７：５０ ８：２０
従　来 １７：０１ １７：３０ １８：００ １８：００ １８：３０ １９：００
改定後 １７：０１ １７：３０ １７：５５ １８：００ １８：２３ １８：５０

信楽高原鐡道のダイヤ改正に伴い、信楽駅での接続を下記の通り変更します。

信楽高原鐡道
信　楽　高　原　バ　ス

田代・畑 朝宮（休日） 朝宮（平日） 多羅尾（平日）
従　来 ７：１４着 ７：２０発 ７：２０発 ― ―
改定後 ７：２１着 ７：２２発 ７：２２発 ― ―
従　来 １９：２４着 ― ― １９：２６発 １９：２６発
改定後 １９：３８着 ― ― １９：４０発 １９：４０発

問い合わせ　企画政策課　☎65−0672　FAX63−4554

コミュニティバスの
ダイヤを一部改正します。

コミュニ
ティバス

で

春の市内
を

散策しま
せんか？

m �コミュニティバスが１日乗り放

題となる１DAYチケット

おとな 500円
こども 250円で
　　１日乗り放題
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　市民生活課では日々の消費生活のトラブルや苦情の
相談を行っています。気軽に相談してください。お悩み相談室市民生

活課より

知っト
ク！

金
融
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に

　

低
金
利
時
代
を
背
景
と
し
て
、
悪
質
業

者
が
違
法
に
高
利
回
り
や
高
配
当
を
う
た

っ
て
出
資
金
を
集
め
た
り
、
十
分
な
知
識

の
な
い
人
に
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ
タ
ー

ン
の
金
融
商
品
を
販
売
し
た
り
す
る
金
融

被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
老
後
の
資
金
を
何
と
か
確
保
し
よ

う
と
す
る
高
齢
者
を
ね
ら
う
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

 

高
利
回
り
・
高
配
当
を
う
た
う
金
融
商

品
に
は

　

「
商
品
先
物
取
引
」

「
外
国
為
替
証
拠
品
取
引
」

「
出
資
金
商
法
」

「
未
公
開
株
取
引
」

　

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

『
商
品
先
物
取
引
』
は
「
今
ア
メ
リ
カ
の

大
豆
を
買
っ
て
お
け
ば
一
か
月
で
確
実
に

儲
か
り
ま
す
」
な
ど
と
商
品
取
引
を
勧
め

ら
れ
被
害
に
あ
う
な
ど
の
事
件
で
す
。

　

お
金
を
出
す
数
十
倍
も
の
取
引
を
行
う

た
め
短
期
間
に
大
き
な
利
益
を
得
る
可
能

性
が
あ
る
反
面
、
投
資
し
た
お
金
の
何
倍

も
の
被
害
を
被
る
恐
れ
の
あ
る
危
険
な
取

引
で
す
。

　

商
品
は
大
豆
の
ほ
か
、
と
う
も
ろ
こ

し
、
砂
糖
、
プ
ラ
チ
ナ
、
金
な
ど
も
あ
り

ま
す
。

『
外
国
為
替
証
拠
品
取
引
』
は
「
外
資
預

金
と
同
じ
」
な
ど
と
勧
誘
さ
れ
、
支
払
っ

た
証
拠
金
の
一
〇
倍
近
く
の
外
国
通
貨
を

売
買
で
き
る
と
い
う
取
引
の
こ
と
で
す
。

と
て
も
複
雑
で
素
人
で
は
な
か
な
か
理
解

で
き
な
い
取
引
で
す
。

『
出
資
金
詐
欺
商
法
』
と
い
う
も
の
も
あ

り
ま
す
。

不
特
定
多
数
の
人
か
ら
資
金
を
集
め
、
当

初
は
約
束
ど
お
り
の
配
当
を
支
払
い
信
用

を
さ
せ
、
途
中
か
ら
配
当
を
ス
ト
ッ
プ
し

て
出
資
金
を
だ
ま
し
取
り
ま
す
。

『
未
公
開
株
取
引
』
は
「
上
場
間
近
の
未

公
開
株
が
あ
る
」
「
値
上
が
り
確
実
」
な

ど
と
株
取
引
を
勧
誘
さ
れ
、
未
公
開
株
を

購
入
し
た
が
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
上
場

さ
れ
ず
、
購
入
代
金
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る

と
い
う
被
害
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
金
融
商
品
の
取
引
は
儲
か

る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
契
約
さ
せ
ま

す
。

■
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
、

①
う
ま
い
話
に
は
用
心
す
る
。

②
自
分
が
理
解
で
き
な
い
取
引
に
は
手
を

出
さ
な
い
。

③
説
明
を
聞
く
時
は
必
ず
メ
モ
や
録
音
に

残
す
。

④
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
相
談
す

る
。

　

な
ど
心
が
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

 

生
活
環
境
課
　

生
活
交
通
担
当
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日
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～皆さんからお寄せいただいた声～
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問
い
合
わ
せ

秘
書
広
報
課 

広
報
公
聴
係

甲
賀
図
書
情
報
館
の
休
館
日
が
多
す
ぎ
ま
す
。
せ
め
て
甲
南
図

書
交
流
館
と
休
館
日
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
に
は
各
地
域
に
５
つ
の
図
書
館

が
あ
り
ま
す
。
各
図
書
館
と
も
週
に

1
回
か
ら
2
回
の
休
館
日
を
設
け
て
い
ま
す

が
、
１
週
間
の
内
、
市
内
い
ず
れ
か
の
図
書

館
が
開
館
し
て
い
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

各
図
書
館
の
休
館
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　

水
口
：
月
曜
日

　
　

土
山
：
月
曜
日
・
火
曜
日

　
　

甲
賀
：
月
曜
日
・
火
曜
日

　
　

甲
南
：
火
曜
日
・
水
曜
日

　
　

信
楽
：
月
曜
日
・
火
曜
日

　　

月
曜
日
は
4
館
を
休
館
と
し
て
い
ま
す
が
、

甲
南
図
書
交
流
館
を
開
館
と
し
ご
不
便
を
か

け
な
い
よ
う
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
甲
賀
図

書
情
報
館
・
甲
南
図
書
交
流
館
と
も
に
休
館

と
な
る
火
曜
日
は
、
水
口
図
書
館
を
開
館
し

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

い
ず
れ
の
図
書
館
に
つ
い
て
も
休
館
日

に
は
、
書
架
に
並
ぶ
図
書
が
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
探
し
て
い
た
だ
き
や
す
い
様
に
並

ん
で
い
る
か
の
確
認
整
理
、
ま
た
予
定
を

過
ぎ
て
も
返
却
さ
れ
な
い
図
書
を
返
却
い

た
だ
く
た
め
の
事
務
処
理
、
機
器
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
な
ど
を
行
う
た
め
に
や
む
を
得

な
い
事
情
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
各
図
書
館
の
毎
月
の
行
事
や
開

館
日
な
ど
の
情
報
を
毎
月
１
５
日
発
行
の

広
報
あ
い
こ
う
か
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
図
書
館
の
ご
利
用
時
に
は
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

図
書
館
の
休
館
日
が

　
　

重
な
ら
な
い
よ
う
に

Q

A
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3
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
国
の
文
化
審
議
会
で

甲
賀
市
の
国
指
定
・
国
登
録
の
2
件
の
文
化
財
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

信
楽
町
上
朝
宮
所
在
の
誓せ
い
こ
う
じ

光
寺
の
木
造
十
一
面

観
音
立
像
【
国
指
定
】
と
信
楽
町
柞ほ
そ
は
ら原
所
在
の

八や
さ
か阪

神
社
本
殿
【
国
登
録
】
で
す
。

　

今
回
、
新
た
に
指
定
登
録
さ
れ
た
2
件
の
文
化

財
を
紹
介
し
ま
す
。

■
【
国
指
定
】
木
造
十
一
面
観
音
立
像

　

像
内
納
入
品
〔
誓
光
寺
〕

　

本
像
は
、
頭
上
に
11
個
の
化け
ぶ
つ仏

を
載
せ
、
左
手

に
蓮れ
ん
げ華

、
右
手
に
数じ
ゅ
ず珠

を
も
ち
、
右
足
を
少
し
前

に
踏
み
出
し
て
立
つ
観
音
立
像
で
す
。
像
は
頭
体

を
通
し
て
檜
ひ
の
き

一
材
か
ら
彫
出
し
て
、
両
耳
の
後
方

を
結
ぶ
線
で
前
後
に
割
り
放
ち
、
内う
ち

刳ぐ

り
を
施
す

「
一い
ち
ぼ
く木
割わ
り
は
ぎ
づ
く
り

矧
造
」
の
技
法
で
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ふ
っ
く
ら
と
し
た
面
相
に
穏
や
か
な
目
鼻
だ
ち
、

適
度
の
厚
み
と
張
り
の
あ
る
肉
身
部
に
平
安
時
代

末
期
の
温
雅
な
作
風
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

身
に
ま
と
う
着
衣
の
衣
紋
の
表
現
も
巧
み
で
、

中
央
仏
師
の
手
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

本
像
は
、
平
成
5
年
に
保
存
修
理
が
行
わ
れ
、

像
内
か
ら
納
入
品
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
長
方
形
の
板
材
に
は
十
一
面
観
音
の
頭
部

が
描
か
れ
て
お
り
、
頭
上
十
面
を
含
め
、
本
面
の

輪
郭
や
目
鼻
口
の
墨
の
線
に
そ
っ
て
鑿の
み

が
打
ち
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
仏
師
が
仏
像
の
彫
刻
を
は
じ
め
る
に

あ
た
っ
て
行
わ
れ
る
「
手ち
ょ
う
な斧

始は
じ
め」

の
儀
礼
の
痕
跡

が
残
る
御み

そ衣
木ぎ

（
仏
像
を
造
る
木
）
の
一
部
と
見

ら
れ
、
記
録
で
し
か
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
古
代

の
造
仏
儀
礼
の
様
子
を
唯
一
、
遺
品
の
上
で
示
す

貴
重
な
納
入
品
な
の
で
す
。

■
【
国
登
録
】
八
阪
神
社
本
殿
〔
八
阪
神
社
〕

　

八
阪
神
社
は
、
信
楽
町
の
信
楽
川
左
岸
、
柞ほ
そ

原は
ら

地
区
南
端
の
山
裾
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

本
殿
の
建
立
時
期
は
、
棟
札
か
ら
江
戸
時
代
中

期
の
貞
享
5
年
（
1
6
8
8
年
）
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

建
物
の
構
造
は
、
一
い
っ
け
ん
し
ゃ
な
が
れ
づ
く
り

間
社
流
造
、
檜ひ
わ
だ
ぶ
き

皮
葺
の
屋

根
で
、
現
在
は
覆
屋
の
中
に
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

木き

鼻ば
な

や
蟇
か
え
る

股ま
た

を
細
か
な
彫
刻
で
飾
り
、
建
物
全
体

に
極
彩
色
を
施
し
て
、
華
や
か
な
意
匠
が
見
ら
れ

る
建
物
で
す
。

　

か
つ
て
は
牛ご

ず頭
天て
ん
の
う
し
ゃ

王
社
の
神
額
が
掲
げ
ら
れ
、

現
在
で
も
行
わ
れ
て
い
る
祇
園
祭
に
祇
園
信
仰
の

面
影
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
造
形
の
規
範
と
な
る
建
造
物
と
し
て
国

の
登
録
文
化
財
建
造
物
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

m
木
造
十
一
面
観
音
立
像
〔
誓
光
寺
〕
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甲賀市の新指定文化財
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歴
史
文
化
財
課

　

 

☎　

８
６
─

8
0
2
6

 

F
A
X
8
6
─

8
2
1
6

　伊勢参宮は上方の人々にとって最もポ
ピュラーな旅でしたが、とくに集団で熱
狂的なものは「おかげ参り」と呼ばれ、
江戸時代を通じて何度も起こっています。
宝永２年（1705）のおかげ参りでは、わず
か２か月間で全国から370万人が参宮したと
され、水口宿でも京や大坂から12から15歳ぐ
らいの子どもが、男女の差別なく、また昼夜の境
もなくやってきて、その数は日に700人を数え、「言語
道断」のさまであったと記録しています。
　宿場では彼らのために大きな旅籠を提供して泊め、水風呂をい
くつも用意して入浴させ、また夕飯を食べさせた上に小遣いまで
与えましたが、あまりの人数に悲鳴を上げ、にぎり飯に漬け物を
添えて送り出しています。（旅篭町河合家文書「聞書」）
　おかげ参りは「抜け参り」とも呼ばれたように、親や主人の許
しを得ないでもとがめられなかったことから、うっ積した民衆の
パワーが、参宮の名のもとに解放されたと見ることもでき、治安

の面からも宿場や街道ぞいの村々は、彼らを粗末に扱う
わけにはいかなかったのです。
　「聞書」の筆者は、翌年所用で京・大坂へ登りますが、水
口宿のよい扱いが評判になっていることに接し安堵します。
子どもとはいえ、旅の恩義はありがたいものであり、子を思
う親心が子どもの話す評判を素直に信じさせたものでしょう。

第18回

街道を歩く
その9

歴史文化財課　市史編さん室
☎ 86-8075   FAX 86-8216

【問い合わせ】

おかげ参りと
　　子どもの参宮
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甲賀市の
12

大切な

自然自然自然

みなくち子どもの森自然館
1 63-6712　FAX 63-0466

2日㈪、9日㈪、16日㈪、23日㈪
4月の
休園日

甲賀市内にすむ
絶滅が心配される動植物や
それらを育む大切な
自然についての連載です

ガマ合戦はいずこに？
ヒキガエル

　「ガマガエル」を知っていても、どんなカエルか思い浮かぶ人

は少ないようです。正確な名前は『ヒキガエル』で、茶色い大型（体

長15センチ前後になる）のカエルです。ジャンプせず、お腹を

引きずりそうに歩く姿はなかなかユーモラスです。また、天敵

から身を守るために、目の後ろ辺りから毒液を出しますが、こ

の毒成分を含む「がまの油」は、傷口に効く薬として昔から有

名です。さらには、春に小さな池に多くの親ガエルが集合し、騒々

しく交尾・産卵する様子は“ガマ合戦（蛙合戦）”と言われました。

　このように、人の生活に大変身近なカエルでしたが、滋賀県

の平野や丘陵地では、その姿は非常に少なくなり（滋賀県レッ

ドデータブックの“希少種”）、実際のガマガエルを知らない人

が増えました。甲賀市内でも、人里はなれた山奥の水たまりな

どに、ヒモ状の卵の塊が見られますが、ガマ合戦といえる程の

カエルはいない様です。土山の渓流にはナガレヒキガエルとい

う別の種類がすんでいます。

次
号（
5
月
１
日
号
）は
、あ
い
の
土
山
文
化
協
会
の
予
定
で
す
。

・横
た
わ
る
第
二
名
神
　

ま
た
ひ
と
つ
甲
南
町
の
景
色
移
ろ
う
 

今
村
　
　

緑

・天
候
の
変
わ
る
兆
し
か
人
体
の
あ
ば
ら
の
骨
の
如
き
雲
出
ず
 

鵜
飼
　

洋
子

・つ
ば
く
ろ
は
身
も
軽
々
と
宙
返
り
古
巣
忘
れ
ず
こ
の
甲
南
へ
 

岡
崎
　
　

照

・桜
花
の
咲
く
頃
は
寂
し
え
弟
の
柩
に
納
め
し
さ
く
ら
一
枝
 

桂
　
　

歌
子

・杉
の
苗
転
作
田
に
植
え
る
夫
田
植
え
せ
し
日
は
遠
く
な
り
ゆ
く
 

木
下
　

房
乃

・ひ
と
り
居
と
な
り
し
二
人
の
長
電
話
そ
れ
ぞ
れ
受
話
器
置
き
か
ね
て
い
る
 

北
川
　

浩
子

・初
節
句
　

赤
い
ラ
ン
ド
セ
ル
　

孫
達
の
春
の
装
い
亡
夫
に
見
せ
た
し
 

千
葉
　

和
子

・先
に
な
り
後
に
な
り
し
て
児
童
と
帰
る
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
腕
章
つ
け
て
 

八
里
　

い
よ

・洋
菓
子
の
期
間
限
定
の
桜
食
め
ば
春
の
香
ほ
の
か
に
口
に
ひ
ろ
が
る
 

藤
田
　

悦
子

・太
陽
が
落
ち
し
如
く
に
輝
き
て
つ
ぎ
つ
ぎ
星
を
生
み
ゆ
く
池
の
面
 

堀
井
　

菊
野

・亡
き
母
の
靴
に
も
青
を
踏
ま
せ
つつ
梅
見
に
夫
と
月
ヶ
瀬
歩
む
 

御
崎
ミ
サ
子

・増
築
の
た
め
に
壊
さ
れ
る
　

柱
　

壁
　

我
が
身
削
ら
る
る
如
く
に
見
入
る
 

山
脇
知
鶴
子

・い
じ
め
　

自
死
　

虐
待
ど
れ
も
『
温
も
り
』
を
置
き
忘
れ
ゆ
く
時
代
の
産
物
 

村
井
　

君
代

甲
賀
市
文
化
協
会
連
合
会
文
芸
欄

今
回
は
、甲
南
町
文
化
協
会
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ほ
お
じ
ろ
短
歌
会

は 

な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
　

き

ヒキガエル（甲賀市にはアズマヒキガエルと
　　　　　 ニホンヒキガエルの記録がある）

甲南町の休耕田で発
見されたヒキガエル
の卵（ヒモ状の寒天
質の袋に多数の卵が
入っている）

甲
賀
町
俳
句
同
好
会
　

北
川
　

渓
舟
　

選

鹿
深
句
会
　

粂
田
　

美
智
子
　

選

甲
賀
川
柳
　

井
上
　

謹
三
　

選

・
詠
讃
歌
弥
陀
に
届
け
と
初
奉
納
 

大
北
　

の
ぶ

・
六
回
の
亥
年
を
迎
ふ
初
詣
　
 

山
下
　

美
幸

・
面
影
を
墓
前
に
偲
ぶ
雪
の
朝
 

茂
田
　

悦
子

・
青
い
空
引
き
寄
せ
高
き
冬
木
立
 

堀
　

小
夜
子

・
朝
市
の
く
り
く
り
赤
き
寒
卵
 

松
島
　

初
江

・
湖
凪
て
三
々
五
々
と
小
白
鳥
 

前
田
よ
し
ゑ

・
蝋
梅
に
溶
け
落
ち
そ
う
な
日
差
し
か
な
 

藤
縄
よ
し
み

・
近
江
富
士
車
窓
に
拝
し
初
電
車
 

山
下
　

淑
子

・
朗
々
と
響
く
祝
詞
や
お
元
日
 

林
井
　

道
乃

・
若
水
や
つ
る
べ
の
音
も
軽
や
か
に
 

東
　

美
智
代

・
復
党
も
み
ん
な
で
渡
れ
ば
怖
く
な
い
 

瀬
古
　

一
郎

・
猪
が
俺
の
年
だ
と
校
庭
へ
 

奥
山
　

康
雄

・
卒
寿
来
て
風
化
に
耐
え
た
足
と
腰
 

藤
橋
阿
さ
江

・
自
分
史
を
挨
拶
に
い
う
年
に
な
り
 

粂
田
　

次
雄

・
四
世
代
餅
の
食
べ
方
四
種
類
 

隠
岐
　

信
子

・
鬼
は
外
ピ
シ
ャ
と
閉
め
る
き
つ
い
音
 

藤
橋
　

淑
子

・
猪
猛
進
前
途
不
安
の
日
本
国
 

北
川
　

渓
舟

・
鬼
コ
ー
チ
試
合
が
済
め
ば
お
人
よ
し
 

山
下
き
よ
の

・
絵
馬
札
の
数
だ
け
願
い
並
ん
で
る
 

岡
本
み
つ
子

・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
眼
下
で
凧
は
悔
し
が
り
 

木
下
恵
美
子

・
日
脚
伸
ぶ
花
屋
の
前
は
人
だ
か
り
 

広
岡
　

久
男

・
隠
し
湯
の
ぬ
る
ま
湯
に
ひ
と
り
日
脚
伸
ぶ
 

村
山
多
喜
栄

・
父
鴨
が
威
儀
を
正
し
て
先
を
行
く
 

堅
田
八
重
子

・
パ
ー
ト
妻
帰
り
明
る
く
日
脚
伸
ぶ
 

中
島
　

節
子

・
水
鳥
の
散
り
て
牙
剥
く
波
が
し
ら
 

森
地
千
恵
子

・
く
し
ゃ
み
出
る
人
前
こ
ら
え
る
苦
し
さ
よ
 

藤
橋
　

淑
子

・
生
か
さ
れ
て
く
し
ゃ
み
二
つ
で
は
げ
ま
さ
れ
 

増
井
　

竹
史

・
老
い
ど
ち
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
日
脚
伸
ぶ
 

立
岡
　

久
女

・
時
刻
む
一
秒
毎
に
日
脚
伸
ぶ
 

松
島
　

芳
子

・
嚔
し
て
薬
の
粉
を
飛
ば
し
け
り
 

立
岡
き
さ
え

甲賀市文化協会連合会文芸欄 今回は甲賀町文化協会から
お寄せいただきました。
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●秘書広報課 ☎65-0675／FAX63-4619
ここでは地域の話題を紹介しています。
皆さんからの情報提供をお待ちしています。

【甲賀市長賞】
日
ひ

浅
あさ

　順
じゅんこ

子（平面）
神
かんざき

﨑　秀
しゅうさく

策（工芸）
藤
ふじ

田
た

　真
しんこう

紅（書）
村
むらかみ

上　重
しげとし

利（写真）
※立体部門は該当者なし
【甲賀市議会議長賞】
川
かわじり

尻真
ま ゆ み

由美（平面）
石
いしたに

谷　珠
じゅほう

芳（書）〔湖南市〕
福
ふく

井
い

忠
ちゅういちろう

市郎（写真）
※立体・工芸部門は該当者なし

【甲賀市教育委員会教育長賞】
池
いけもと

本たまき（平面）
小
お

川
がわ

　綺
き

苳
とう

（書）
増
ます

井
い

　和
かず

美
み

（写真）
※立体、工芸部門は該当者なし
【中日新聞社賞】
片
かたおか

岡　貞
さだ

子
こ

（平面）
【NHK大津放送局長賞】
高
たか

井
い

千
ち よ こ

代子（平面）〔湖南市〕
【読売新聞社賞】
山
やまぎわ

際　博
ひろかず

一（立体）
【毎日新聞社賞】
奥
おくむら

村みな子
こ

（工芸）

【京都新聞社賞】
山
やまなか

中　清
せいらん

藍（書）
【びわ湖放送株式会社賞】
大
おお

野
の

　秀
ひで

子
こ

（書）
【産経新聞社賞】
臼
うす

田
だ

　雅
まさ

子
こ

（書）
【朝日新聞社賞】
田
た

中
なか

　克
かつひこ

彦（写真）
【佳作】
原
はら

　美
み や こ

耶子（平面）
馬
うま

野
の

　悦
えつ

子
こ

（平面）
森
もりかわ

川瀬
せ つ こ

津子（平面）甲南町
松
まつもと

本　靖
やすすけ

介（立体）甲南町

今
いまむら

村喜
き み こ

美子（工芸）
鶴
つる

田
た

　章
あきのり

則（工芸）
猪
い

飼
かい

　宜
よし

妙
み

（書）〔湖南市〕
松
まつおか

岡　廣
ひろ

枝
え

（書）〔湖南市〕
田
た

代
しろ

　紅
こうさい

彩（書）
柳
やなぎだ

田　松
しょうどう

堂（書）
亀
かめがわ

川　華
か

心
しん

（書）
廣
ひろ

田
た

　良
りょうじ

二（写真）
柴
しば

田
た

　聖
せい

也
や

（写真）

第2回 甲賀市美術展覧会
　　　市内外から230点が揃う

　第２回甲賀市美術展覧会が３月３日から11日の９日間、あいこうか市民ホールと碧
水ホールで開催されました。
　部門は平面・立体・工芸・書・写真の５つで、市内外から230点の応募がありました。
　開催に先立って２月27日には審査が行われ、213点が入選されました。入選の中から
部門別に最も優れた作品に市長賞が、特選として市議会議長賞、教育長賞、各報道機
関からの賞が８点、佳作として13点の計31点が選出されました。
　最終日の11日には、あいこうか市民ホールで表彰式が行われ、受賞者には賞状と副
賞が授与されました。受賞者は次の皆さんです。

以上
受賞おめでとうございます。

　

3
月
6
日
㈫
土
山
町
の
大
澤
公
民
館
で
生
茶
葉

を
使
っ
た
創
作
料
理
試
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
地
元
の
製
茶
会
社
で
あ
る
丸
安
茶
業
㈱

が
新
た
な
お
茶
製
品
の
開
拓
を
試
み
よ
う
と
滋
賀

県
立
大
学
産
学
連
携
セ
ン
タ
ー
に
協
力
を
依
頼
し

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。　

　

こ
れ
ま
で
お
茶
を
使
っ
た
ク
ッ
キ
ー
な
ど
は
あ

り
ま
し
た
が
、
生
茶
葉
を
使
っ
て
の
料
理
は
初
め

て
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
の
日
は
県
立
大
学
で
食
品
・
栄
養
学
な
ど
を

専
門
と
し
て
い
る
早は

や
か
わ川
史ふ

み

子こ

教
授
を
講
師
に
地
元

の
お
茶
生
産
者
な
ど
が
生
茶
葉
を
使
い
パ
ン
や
パ

ス
タ
な
ど
9
品
目
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

試
食
会
で
は
「
も
っ
と
茶
葉
を
入
れ
、
お
茶
の

味
を
強
く
す
る
な
ど
も
う
少
し
改
良
の
余
地
が
あ

る
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

今
後
も
継
続
し
て
試
食
会
を
行
う
そ
う
で
、
甲

賀
市
の
お
茶
の
未
来
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

お
茶
に

新
た
な
光
を
見
た

〜
お
茶
を
使
っ
た
創
作
料
理
試
食
会
〜m出来上がった料理の説明を受ける参加者

　

３
月
４
日
（
日
）、
忍
の
里
プ
ラ

ラ
で
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
フ

ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
同
実
行
委
員
会
が
主
催
し

た
も
の
で
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
主

に
京
都
市
な
ど
で
子
育
て
中
の
親
へ

の
支
援
活
動
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

『
R
り

ん

り

ん

i
n
g
R
i
n
g
』
に
よ
る
ピ

ア
ノ
・
二
胡
の
伴
奏
に
併
せ
「
千
の

風
に
な
っ
て
」
な
ど
の
歌
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
日
本
の
育
児
休
暇
に
対

す
る
意
識
の
低
さ
や
、
市
民
三
千
人

を
対
象
に
行
っ
た
男
女
共
同
参
画
に

対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー

マ
で
あ
る
〝
か
っ
こ
い
い
〟
と
は
と

い
う
質
問
に
対
し
て
「
お
互
い
を
思

い
や
り
、
親
子
・
家
族
・
地
域
の
絆

を
大
切
に
す
る
生
き
方
が
一
番
で
す

ね
。」
と
パ
ネ
ラ
ー
ら
は
答
え
て
い

ま
し
た
。

えろうカッコイイ
　女

ひと

と男
ひと

とって？

m自らの体験談を話すパネラーの皆さん
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ここでは地域の話題を紹介しています。
皆さんからの情報提供をお待ちしています。
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�

◎
福
祉
の
た
め
に

　

蟻あ
り

田た

美み

よ

こ

代
子　

様

金
1
0
0
，0
0
0
円

　

カ
ナ
リ
ヤ
コ
ー
ラ
ス 

様

金
3
，
3
0
0
円

　

水
口
中
央
公
民
館
前

に
設
置
さ
れ
て
い
た
水

口
町
民
憲
章
碑
が
甲
賀

市
民
憲
章
碑
と
し
て
新

し
く
な
り
ま
し
た
。
旧

憲
章
碑
は
平
成
９
年
に

旧
水
口
町
内
の
同
年
会

「
一ひ

ふ

み

二
三
会
」
様
か
ら

寄
贈
い
た
だ
い
た
も
の

で
し
た
が
、
こ
の
た
び

市
民
憲
章
碑
の
改
修
へ

費
用
の
一
部
を
ご
負
担
い
た
だ
く
形
で
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市

民
憲
章
に
掲
げ
る
「
あ
い 

こ
う
か
」
を
私
た
ち
の
心
に
根
づ
か
せ
る
た

め
に
今
後
も
見
守
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

水
口
中
央
公
民
館
前
の

憲
章
碑
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

寄
付

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
と

と
も
に
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

1

　

4
0
0
年
も
の
間
集
落
を
見
守
り
続
け

て
き
た「
畑
の
し
だ
れ
桜
」。毎
年
花
見
シ
ー

ズ
ン
に
は
県
内
外
か
ら
約
1
万
5
千
人
が

訪
れ
る
と
い
う
こ
の
桜
を
守
ろ
う
と
「
畑

し
だ
れ
桜
保
存
会
」を
結
成
し
、現
在
2
代

目
の
会
長
を
努
め
る
服
部
純
一
郎
さ
ん
。

　

同
保
存
会
が
結
成
さ
れ
た
の
は
平
成
2

年
、
現
在
は
区
の
全
世
帯
に
あ
た
る
23
世

帯
が
す
べ
て
会
員
で
す
。
花
見
シ
ー
ズ
ン

に
は
朝
早
く
か
ら
婦
人
会
な
ど
が
主
と
な

り
地
元
で
採
れ
た
よ
も
ぎ
を
使
い
よ
も
ぎ

も
ち
を
近
く
の
公
民
館
で
販
売
す
る
と
驚

く
ほ
ど
売
れ
る
の
だ
と
か
。

　

ま
た
昨
年
、
樹
に
負
担
が
か
か
る
と
の

こ
と
で
取
り
や
め
に
す
る
こ
と
も
考
え
た

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
。
夜
桜
を
楽
し
み
に
さ
れ

て
い
る
方
々
の
声
も
あ
り
、
今
年
は
光
の

加
減
の
調
整
や
時
間
を
短
縮
し
行
う
こ
と

を
決
め
た
そ
う
で
す
。

　

服
部
さ
ん
は
「
広
場
に
設
け
た
寄
進
箱

に
は
花
見
に
来
ら
れ
た
方
々
か
ら
少
し
ず

つ
で
す
が
浄
財
の
気
持
ち
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
現
在
で
は
花
見
が
で
き
る
10
日

間
で
年
間
維
持
費
に
当
た
る
1
0
0
万
円

程
度
が
賄
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
意
見
を
書
い
て
も
ら
え
る
よ
う
に
設
け

た
芳
名
録
に
は
“
来
年
も
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
”“
毎
年
来
て
い
ま
す
が
今
年
も
す

ご
く
奇
麗
で
し
た
”
な
ど
嬉
し
い
こ
と
ば

か
り
が
書
か
れ
、
区
民
全
員
で
回
覧
し
み

ん
な
が
来
年
へ
の
励
み
に
し
て
い
ま
す
。」

と
笑
顔
で
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
「
畑
の
し
だ
れ
桜
」、

桜
を
通
し
て
地
域
が
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
る

「
畑
区
」。桜
へ
寄
せ
る
想
い
は
誰
よ
り
も
強

い
服
部
さ
ん
。
そ
の
瞳
に
は
今
年
も
き
れ
い

に
咲
き
誇
る
美
し
い
し
だ
れ
桜
が
見
え
ま

し
た
。

　

い
つ
ま
で
も
見
る
者
の
心
を
癒
し
て
く

れ
る
こ
の
桜
を
守
り
続
け
て
く
だ
さ
い
。

輝かしい未来へ羽ばたけ
〜市内中学校で卒業式〜

　３月13日（火）、市内の６つの中学校で卒業式が行われま
した。
　少し肌寒い日となったこの日、卒業証書を授与された市
内の993名の卒業生たち、３年間の中学校生活の思い出と、
恩師や友だちとの別れに涙する姿も見られました。
　卒業生の皆さんには輝かしい未来が見えていることで
しょう。それぞれの思い出を胸にこれからも大きく羽ばた
いてください。

n�
卒
業
証
書
授
与
を
緊
張
し
た
様
子
で
待
つ

卒
業
生
た
ち
（
市
内
の
中
学
校
で
）

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
、
樹
齢
4
0
0
年
の

し
だ
れ
桜
を
区
民
全
員
で
守
る

畑
の
し
だ
れ
桜
保
存
会
会
長

服は
っ
と
り部
純じ

ゅ
ん
い
ち
ろ
う

一
郎　
さ
ん
（
信
楽
町
畑
）

m �保存会会長として桜を
守り続ける服部さん

m�
畑
区
の
中
心
で
4
0
0
年

も
の
間
見
守
り
続
け
て
き

た
「
畑
の
し
だ
れ
桜
」

　
　
　
　
（
市
指
定
文
化
財
）

m
新
し
く
な
っ
た
憲
章
碑

地域で活躍されている元気な方
を紹介するコーナーです。
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水口曳山祭
　勇壮な水口ばやしのリズムにのって
曳山が巡行します。

日　時■４月19日（木）宵宮祭
　19：00〜無料お茶席設置
４月20日（金）例大祭
　10：00〜曳山巡行
　14：00〜御輿渡行

場　所／水口神社

　今年の曳山巡行は、河内町（資料館
入庫）、天神町（資料館出庫）、作坂町、
旅籠町、湯屋町、柳町、平町の７基です。

— 曳山のひき手募集 —
　4月20日の曳山巡行で大きな曳山を
ひいて、祭に参加しませんか？
申込期間／ 4月2日（月）〜
　　　　　4月20日（金）10：00まで
※事前申込は下記まで。（先着30名）
　�祭り当日は、水口神社境内の観光案
内所でも可。
問…水口町観光協会（商工観光課）

265-0707　563-4087

朗読ボランティア
うさぎのミミ朗読発表会

「みどりの風にのせて」
日　時／ 5月6日（日）

①13：00〜第１部　子ども、大人向け
②14：00〜第２部　大人向け
場　所／鹿深ホール（水口中央公民館内）
入場料／無料

問…朗読ボランティアうさぎのミミ
（甲賀市社会福祉協議会内）
262-8085　563-2021

労働相談窓口の開設
　社会保険労務士による無料相談窓口
を開設します。
　解雇、賃金、年金、保険など労働に
関するあらゆる相談をお受けします。

日　時／ 4月11日（水）14：00〜16：00
場　所／水口社会福祉センター 2階

（水口税務署北隣）
受　付／電話予約（先着4名）
※予約なしにお越しいただいても結構
　ですが、予約のある方を優先します。
問・申…商工観光課

265-0710　563-4087

法　律　相　談
日　時／ 4月19日（木）13：00〜16：00
場　所／甲南庁舎
※４月５日（木）８：３０から予約受付
日　時／ 4月26日（木）13：00〜16：00
場　所／水口社会福祉センター
※４月12日（木）８：３０から予約受付
定　員／ 6名（1人30分）
申込方法／相談は予約制です
相談日の２週間前から電話・来所によ
り先着順です。
予約先／甲賀市社会福祉協議会

水口社会福祉センター 2階
予約電話番号／ 62-8085
相談員／滋賀県弁護士会所属の弁護士
※相談は無料で秘密は厳守します。
問…甲賀市社会福祉協議会

262-8085　563-2021
社会福祉課
265-0700　563-4085

労働保険年度更新の
申告・納付はお早めに

　労働保険の年度更新手続きは、5月21
日までに前年度の確定保険料と当年度の
概算保険料を併せて申告・納付していた
だくことになっています。
　年度更新申告相談が市内では下記のと
おり開催されますので、ご利用ください。
日　時／ 5月9日（水）9：30〜16：30
場　所／碧水ホール
※上記以外でも、滋賀労働局労働保険徴
収室、労働基準監督署、社会保険・労
働保険徴収事務センターで申告・納付
の受付をされますのでご利用ください。

問…滋賀県労働局労働保険微収室
2077-522-6520
5077-523-5755
商工観光課
265-0710　563-4087

甲賀市男女共同参画市民
会議の委員募集
〜男女共同参画のまちづくりを
　　　一緒に考えてみませんか〜
　甲賀市は、地域に根ざした男女共同
参画社会の実現に向けて、男女共同参
画計画を策定します。そこで市民の皆
さんから、様々なご意見・ご提案など
をお聴きし、ともに考え、男女共同参
画計画の施策に反映させるため、市民
会議委員を募集します。

応募資格／市内在住、在勤の満18歳以
上の方（ただし、国や地方公共団体の議
員の方は応募できません。）
募集人数／応募いただいた中から24

人以内の選考をします。
委員の期間／平成19年5月から5か月

間です。
委員の主な仕事／市民会議は、この
公募で選ばれた市民24人以内で構
成します。委員は、月１回の会議に
出席して、甲賀市における男女共同
参画計画に関する事項について、意
見・提案などをしていただきます。
募集期間／ 4月2日（月）〜4月20日（金）

（ご持参いただく場合は、土・日を除
く執務時間内にお越しください。郵送
の場合は、4月20日到着分までが有効
です。）

自衛官募集
種　目／幹部候補生
受験資格／ 20歳以上26歳未満
※22歳未満は大卒者（見込み含む）
受付期間／ 4月1日（日）〜5月11日（金）
1次試験日／ 5月19日（土）・20日（日）
※20日（日）は飛行要員のみ
入隊時期／平成20年3月下旬〜4月上旬

問…自衛隊滋賀地方協力本部
草津地域事務所
2/5077-563-8205

応募方法／市民環境部人権政策課また
は各支所に備え付けの「甲賀市男女共
同参画市民会議委員応募用紙」に必要
事項をご記入し、郵送、持参、ファッ
クスまたはＥメールで人権政策課へお
届けください。なお、応募用紙は市ホー
ムページからもダウンロードできま
す。
※交通費を含む謝礼はございませんの
　でご了承のうえ応募ください。
委員の選考／応募用紙記載内容により
選考します。なお、選考結果は応募者
全員にお知らせします。
応募先・問…人権政策課

（水口庁舎１階）
〒528-8502
甲賀市水口町水口6053番地

　　265-0695　563-4582
　　　E-Mail：koka245000@city.koka.shiga.jp
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天　体　観　望　会
4月14日（土）

「天をかけ抜ける獅子」
　４月は、かに、獅子、大熊（北斗七星）
などの春の星座が夕方頃から顔を揃え
ます。春の代表的な星座でもある獅子
座は、一等星レグレスから作るクエス
チョンマークを裏返した星の並びにな
ります。
　ギリシャ神話では、勇士ヘラクレス
が森の周辺を荒らす不死身のライオン
を天に上げて星座に変えたといわれて
います。

場　所／かふか生涯学習館
時　間／ 19：30〜21：30
受　付／下記までお電話ください

問・申…かふか生涯学習館
288-4100　588-5055

市民ギャラリ−
土山押花サークル作品展

　サ−クルは月 2回、土山開発センタ
−で楽しく活動されています。
　一人一人が心を込めて作られた作品
ばかりです。
　少しでも心が癒されますように、ぜ
ひご鑑賞ください。
期　間／ 4月10日（火）〜4月26日（木）

平日の8：30〜17：15
場　所／土山支所１階ロビ−
内　容／押花作品

問…土山支所
266-1101　566-1564

阿迦の宮例祭
　水口の観光シーズンの幕開けを告げ
る行事です。

日　時／ 4月17日（火）
10：00〜受付　（雨天決行）

場　所／古城山山頂　阿迦の宮神社
内　容／式典・護摩供養
※当日10：00から護摩供養の受付を行
　います。護摩木は１本２００円です。
問…水口町観光協会（商工観光課）

265-0707　563-4087

みなくち子どもの森
しぜん学習会「春の野山」

　子どもの森園内で、春の野山の草花や
生き物たちを探します。観察してみる
と、きっと新たな発見があるでしょう。

日　時／ 4月15日（日）
9：00〜12：00（雨天中止）

場　所／みなくち子どもの森自然館前
（解散も同じ）

対　象／小学生〜大人
定員 30 名（先着順）

参加費／無料
持ち物／野外用の服装（汚れてよい服

装・靴）、帽子。
申込方法／ 4 月 13 日（金）までに、参
加者全員の住所・氏名・年齢・電話番
号を下記までご連絡ください（FAX
申込は返信をもって受付としますので
FAX 番号を明記ください）。
問・申…みなくち子どもの森自然館

263-6712　563-0466

甲南中央運動公園
トレーニングハウス
初回使用者講習会
毎月第 3 火曜日 19：00 〜 21：00
毎月第 3 土曜日   9：30 〜 11：30
どちらか都合の良い日で受講ください。
受講料：500 円 ( 事前申込必要です。)

日　時／ 4月17日（火）19：00〜21：00
21日（土）  9：30〜11：30

問…甲南B&G海洋センター
286-6971　586-6984

１日社会保険相談所の開設
　4月の1日社会保険相談所の開設日
は次のとおりです。

日　時／ 4月12日（木）
　（予約制になっていますので、事前に草津
社会保険事務所へ申し込みをお願いします。）

場　所／水口社会福祉センター
2階　中会議室

持ち物／年金手帳・年金証書・雇用保険
証または受給者証・過去に勤務
した会社等の職歴メモ・認印

問…草津社会保険事務所
2077-567-1311　
2077-567-1383（予約専用）
市役所保険年金課
265-0688　563-4618
（市役所へは予約申込みできません）

交通災害共済
加入申込受付中

　平成19年度交通災害共済に未加入の
方の申し込みを随時受付しています。
年間掛金／１人につき500円
共済機関／加入日の翌日から

平成20年3月31日まで
申込方法／下記申し込み場所窓口に申

込書を備え付けていますの
で、掛金を添えて、お申し
込みください。

申込場所／市役所各支所、滋賀銀行、び
わこ銀行、滋賀県信用組合、甲賀郡農業
協同組合、湖東信用金庫、滋賀県民信用
組合、近畿労働金庫
※詳細は下記まで。
問…生活環境課　生活交通担当

265-0685　563-4582

振込む前に確認を　あなたを狙う振込め詐欺

水口スポーツの森へ行こう
●4月の催し

甲賀市民スタジアム 多目的グラウンド
日 曜日 大　会　名

1 日 甲賀市シニアベースボールリーグ

7 土 全日本少年甲賀支部予選

8 日 全日本少年甲賀支部予選（予備日）

14 土 全日本少年甲賀支部予選

15 日 全日本少年甲賀支部予選（予備日）

22 日 天皇賜杯大会　甲賀支部予選

29 日 中部日本甲賀支部予選

30 月 中部日本甲賀支部予選（予備日）

日 曜日 大　会　名

8 日 甲賀市湖南市交流大会
（グラウンドゴルフ）

15 日 関西プリンスリーグ（サッカー）

21 土 関西サッカーリーグ

28 土 滋賀県2種リーグ（サッカー）

※�時間は変更される場合があ
るため掲載していません。

※�観覧は無料です
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信楽西教育集会所
教室生募集

　信楽西教育集会所では、2007年度（5
月開講）の教室生を募集します。受講を
希望される方は下記へ直接お申し込みく
ださい。なお、定員になり次第締め切ら
せていただきます。
　会場はいずれも信楽西教育集会所です。

【生 花 教 室】（峰風遠州流）

講　師／平
ひ ら お

尾　陞
のぼる

さん
定　員／ 20名
教室日／第1・2・3木曜日　20：00〜
費　用／ 1回1,000円
※剣山やハサミなどの道具は各自で用
　意してください。

【書 道 教 室】

講　師／西
に し お

尾　初
は つ ね

音さん
定　員／ 20名
教室日／第1・3金曜日　20：00〜
費　用／材料代年間1,500円
※墨汁や筆、すずり、文鎮などの道具
　は各自で用意してください。

【絵 手 紙 教 室】

講　師／田
た な か

中　修
しゅうぞう

三さん

定　員／各20名
費　用／道具代（2,500円程度）、

材料費など
※道具をお持ちの方は、道具代は不要です。

【手編みサークル】
　みんなで仲よく手編みを楽しんでみ
ませんか。お気軽にご参加ください。

費　用／材料代のみ

申込締切／ 4月18日（水）まで
（受付時間9：00〜17：00）

問・申…信楽西教育集会所
　　〒529-1831　信楽町西349-4
　　282-2361　582-3616
　　信楽有線7006

■甲賀駅南駐車場
5区画（うち軽自動車枠3区画）

※申込者多数の場合は抽選となります。

問…生活環境課生活交通担当
265-0685　563-4582

■油日駅前駐車場

問…油日駅
288-5879（直接お問い合わせください。）

■甲南駅前駐輪場

問…甲南駅前駐輪場
286-0590（直接お問い合わせください。）

とふれあおう！
　緑の少年団は、子どもたちが森での
勉強、地域でのボランティア活動、キャ
ンプ、ハイキングなどの活動をして、
自然を愛し、社会を愛する心豊かな人
に育っていくことを目的とした子ども
たちのための団体です。
　少年団に入れる対象は、小学3年生
から小学6年生までの児童です。お父
さん、お母さんと相談して連絡してく
ださい。

申込締切／ 4月27日（金）まで
申込方法／各支所へ学校名、名前、性
別、生年月日、住所、連絡先、保護者
名を連絡してください。
申…土山支所
　　266-1101　566-1564
甲賀支所

　　288-4101　588-3104
甲南支所

　　286-4161　586-8029
信楽支所

　　282-1121　582-3415
※水口地域の方は林業振興課まで

問…林業振興課
　　265-0715　563-4592

昼の部
第2・4月曜日

14：00〜16：00

夜の部
第1・3月曜日

20：00〜22：00

昼の部
第2・4火曜日

13：30〜15：30

夜の部
第1・3火曜日

20：00〜22：00

第21回全国スポーツ・レクリエーション祭（スポレク滋賀2008）
2008年10月18日㈯〜21日㈫ 開催

ターゲットバードゴルフ〈水口スポーツの森〉　バウンドテニス〈土山体育館〉

対象 クラス名 内容 開催時間 定員
小 J−１ ４泳法指導 水曜日17:00〜18:00 15
小 J−２a クロール25M・背泳ぎ 火曜日16:30〜17:30 20
小 J−２b クロール呼吸動作習得 金曜日16:30〜17:30 20
小 J−３ バタ足･クロール導入 土曜日16:00〜17:00 20
園 イルカ 泳ぎの基本動作〜バタ足 木曜日16:30〜17:30 15

小･園 J−４① 水慣れ〜泳ぎの基本動作 土曜日14:00〜15:00 15
小・園 J−４② 泳ぎの基本動作〜バタ足 土曜日15:00〜16:00 15

期　間／ 4月17日（火）〜7月7日（土）
回　数／各クラス12回
対　象／保育園年中児〜小学校６年生
受講料／ 12,000円(保険別途500円)
募集期間／ 4月9日（月）〜4月16日（月）

8：30〜18：00（先着順）
土日は受付できません。

申込方法／受講料持参の上、信楽中央
公民館まで申し込んでください。

プール・トレーニングルーム一般開放

　信楽中学校室内温水プール・トレー
ニングルームでは、一般開放も行って
います。市内に在住・在勤・在学の方
であれば、どなたでもご利用いただけ
ますのでぜひ一度お越しください。
　詳しい利用方法等は下記までお問い
合わせください。

信楽中学校室内温水プール　第1期ちびっこ水泳教室生募集

問…信楽中央公民館 信楽プール担当　　282-8075　582-2463

教室の内容等／

第16回鈴鹿馬子唄
全国大会出場者募集

　「鈴鹿馬子唄全国大会」の出場者を
募集します。
　郷土の民謡をあなたもステージで高
らかに唄ってみませんか。

日　程／ 6月17日（日）
会　場／あいの土山文化ホール
出場資格／プロ・アマ問わず誰でも参
加できます。（但し、過去に優勝され
た方は出場できません。）
申込締切／ 5月11日（金）必着
参加料／

一般の部：2,500円（先着２０0名）
少年・少女の部：  
　　　無料（中学生以下、先着30名）

問・申…あいの土山文化ホール
　　266-1602　566-1603

甲賀市
緑の少年団員募集

　みんな元気よく外で遊んでいます
か？子どもの頃は、大自然と“遊び・
学ぶ”ことが大切だよ。みんなで自然

市営駐車場の利用者募集
受付期間／ 4月2日（月）〜16日（月）

（土・日を除く9：00〜17：00）
使用開始日／ 5月1日（火）
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申込受付期間／ 3月26日(月) ～ 4月6日(金)
9：00から21：00まで。（土、日は除く）

申込場所／サントピア水口　勤労青少年ホーム窓口
（電話、代理での申し込みは不可）

対象者／ 4月1日現在で15歳以上35歳以下の方（高校生は除く）

サントピア　春の教室　受講生募集！

曜日 教室名 期間
回数 時　間 受講費

（円）
定員
(人) 内　　　　　　　容

月
英会話② 4/16 ～ 7/9

12回
19:00

～ 21:00 1,500 10 初心者から一歩進んで、日常会話に必要な表現を学びま
す。1 ～ 2回、外国人講師をゲストに招きます。

筆ペン 4/23 ～ 7/23
7回

19:00
～ 21:00 2,000 10 筆ペンを楽しく使いこなそう。金封・のし紙・芳名録の

書き方等、実用的な筆ペン練習講座です。

水

料理 4/18 ～ 7/4
12回

19:00
～ 21:00 7,200 20

家庭料理の基礎から応用まで、バラエティ豊かな料理を
作ります。受講生の希望をききながらすすめますので、
リクエストも可。

フラワー
アレンジメント

5/9 ～ 7/18
6回

19:00
～ 21:00 15,000 10 基礎から応用まで、現代風のとてもおしゃれなアレンジ

メントを、受講生の希望をききながらすすめます。

英会話① 4/18 ～ 7/4
12回

19:00
～ 21:00 1,500 10 初心者向けに日常会話に必要な表現を学びます。

1 ～ 2回、外国人講師をゲストに招きます。

硬式テニス
（初級）

4/25 ～ 7/11
12回

19:00
～ 21:00 5,000 12 これからテニスを始めたい方、少しテニスをやっている

という方を中心に、わかりやすく指導します。

木
ゴルフ 4/26 ～ 7/19

12回
19:00

～ 21:00 16,000 15
おもに初心者を対象に、技術面はもちろん、ゴルフ場で
のマナーも学びます。土曜に芝生上での練習もあり。      
※欄外参照

エアロビクス 4/19 ～ 7/12
12回

18:30
～ 19:30 1,000 50 日頃のストレス発散、ダイエットや運動不足解消に、音

楽に合わせて楽しく汗を流し、リフレッシュしませんか。

※開催場所はグリーンシガゴルフセンターになります。クラブのない方は借りられます。

水口中央公民館
伴谷公民館
柏木公民館
貴生川公民館
岩上公民館

平成19年度　公民館教室講座生を募集

また、各公民館において自主活動グループがあります。詳しくは各公民館にお尋ねください。

62-0488
62-4982
62-0404
62-2027
62-7052

（子ども公民館・親子ふれあい講座・親
子セミナー・環境講座・人権講座・練心
教養講座・手話講座・思川教養講座・杣
とっておき講座・一般教養講座）

土山中央公民館
鮎河公民館
山内公民館
土山公民館
大野公民館
（家庭教育学級・女性学級・高齢者学級・
独自学級・人権学習・子ども体験活動・「あ
いの土っこきらねっ人」・他）

66-1106
69-0204
68-0001
66-0158
67-0001

（KOKA楽クラブ・甲賀★忍者隊・男の
料理教室・鹿深りんご枝豆づくり体験・
家庭教育学級・シルバー大学・Let’sダ
ンス・こども童謡ひろば・他）

かふか生涯学習館 88-4100

（教養講座・トールペイント講座・手芸
講座・オカリナ講座・囲碁入門講座・子
ども体験講座・他）

甲南公民館
希望ヶ丘防災コミュニティセンター

甲南公民館第二学区分館

86-3036

86-0969
86-5072

82-8075
83-1679
82-2811
82-0012
82-3681
84-0301
85-0001

信楽中央公民館
雲井公民館
信楽公民館
信楽東公民館
小原公民館
朝宮公民館
多羅尾公民館
（物づくり夢工房・地域のいいとこ探検
隊・近江回廊の歴史探訪・整理整頓衣類
のリホーム教室・囲碁、将棋・コーラス
教室・男性料理教室・山菜料理教室・リ
ホーム教室・集まれ野生人・他）

申込に必要なもの／利用者登録の際必要になる、生年月日と本
人を確認できるもの(運転免許証等)
エアロビクス教室に申し込みされる方は
受講費1,000円を申込時にご用意ください

その他／１．申込者が少ない場合は開講できないことがあります。
２．開講日、内容等が変更になる場合があります。
３．定員に満たない教室は、申込期間後も先着順で

受け付けます。
４．申込期間を過ぎてからのキャンセルはお断りし

ます。
５．定員を超えた教室は、４月６(金)午後９時から

公開抽選を行います。

　各公民館の教室講座生を募集しています。

　講座の内容など詳しくは市ホームページの各課からの最新のお知らせ「公民館教室講座一覧」に掲載していますのでご覧く

ださい。なお、その他内容等は最寄りの公民館へ直接お問い合わせください。

…………
………………
………………
……………
………………

…………
………………
………………
………………
………………

………
………………

………………
…

…………
………………
………………
……………
………………
………………
……………

日本スポーツマスターズ2007　びわこ大会
甲賀市民スタジアム 2007.9.15㈯・16㈰
甲賀中央公園野球場 2007.9.15㈯

問・申…勤労青少年ホーム　263-2952　563-6788
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月日・曜 場　所 時　間

4/25
水

唐戸川集会所 9:30 ～ 9:40
里山かむら交流館 9:55 ～ 10:25
櫟野公民館 10:35 ～ 10:50
油日会館 11:00 ～ 11:30
五反田公民館 11:40 ～ 11:55
草の根ハウス高嶺会館 13:30 ～ 13:45
和田公民館 13:55 ～ 14:10
JA 油日支所 14:20 ～ 14:50
毛枚公民館 15:00 ～ 15:10
草の根ハウス滝会館 15:20 ～ 15:50

4/26 木

甲賀木彩館（岩室） 9:30 ～ 9:45
小佐治公民館 10:00 ～ 10:30
神保公民館 10:40 ～ 10:55
隠岐公民館 11:05 ～ 11:20
高野公民館 11:35 ～ 11:50
大久保公民館 13:00 ～ 13:30
甲賀地域総合センター 13:40 ～ 14:10

●甲賀町

月日・曜 場　所 時　間

4/23
月

多羅尾公民館 9:10 ～ 9:40
小川会館 10:00 ～ 10:30
小川出公民館 10:40 ～ 11:00
西集会所 11:20 ～ 11:40
杉山公民館 13:10 ～ 13:30
しがらきニュータウン区民会館 13:40 ～ 14:00
中野公民館 14:10 ～ 14:30
柞原会館 14:40 ～ 15:00

4/24
火

宮尻生活改善センター 9:10 ～ 9:30
下朝宮老人憩の家 9:50 ～ 10:10
緑地等中央管理センター 10:20 ～ 10:40
畑公民館 11:00 ～ 11:10
田代バス停 11:30 ～ 11:40
神山福祉会館 13:20 ～ 14:00
江田福祉会館 14:10 ～ 14:50

4/27
金

宮町多目的集会施設 9:00 ～ 9:20
黄瀬交流館 9:30 ～ 9:50
雲井活性化センター 10:00 ～ 10:30
勅旨会館 10:40 ～ 11:10
草の根ハウス丸岡会館 11:30 ～ 11:50
二本丸会館 13:10 ～ 13:40
栗林会館 13:50 ～ 14:20
開発センター横駐車場 14:30 ～ 15:20

●信楽町
月日・曜 場　所 時　間

5/23
水

多羅尾公民館 9:10 ～ 9:30
小川会館 9:50 ～ 10:00
小川出公民館 10:10 ～ 10:20
神山福祉会館 10:30 ～ 10:50
江田福祉会館 11:00 ～ 11:20
西集会所 11:40 ～ 11:50
杉山公民館 13:10 ～ 13:20
しがらきニュータウン区民会館 13:30 ～ 13:40
中野公民館 13:50 ～ 14:00
柞原会館 14:10 ～ 14:20
開発センター横駐車場 14:40 ～ 15:10

5/24
木

宮町多目的集会施設 9:10 ～ 9:20
黄瀬交流館 9:30 ～ 9:40
雲井活性化センター 9:50 ～ 10:00
勅旨会館 10:10 ～ 10:20
草の根ハウス丸岡会館 10:30 ～ 10:40
田代バス停 11:10 ～ 11:20
畑公民館 11:40 ～ 11:50
宮尻生活改善センター 13:20 ～ 13:30
下朝宮老人憩の家 13:50 ～ 14:10
緑地等中央管理センター 14:20 ～ 14:40

甲賀市では、（社）滋賀県獣医師会に狂犬病予防注射済票の
交付及び犬の鑑札の交付を委託しています。

湖南市・甲賀市区域
甲賀ペットクリニック
かたおか動物病院
甲南動物病院
鹿深獣医科病院
安井動物病院
甲賀すずき動物病院
みなくち城南動物病院

住田　　明
片岡　久人
南　　信子
西澤　嘉人
安井　圀彦
鈴木　敏之
垣平　一磯

予防注射実施獣医師

5/30
水

里山かむら交流館 9:30 ～ 9:45
大久保公民館 10:00 ～ 10:15
老人福祉センター佐山荘 10:30 ～ 10:40
JA 油日支所 10:55 ～ 11:15
甲賀地域総合センター 11:25 ～ 11:40

生活環境課環境政策担当　☎65-0691　FAX63-4582
各支所地域窓口課■土山支所☎66-1101　FAX66-1564

■甲賀支所☎88-4101　FAX88-3104

■甲南支所☎86-4161　FAX86-8029
■信楽支所☎82-1121　FAX82-3415

問い合わせ
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●土山町
月日・曜 場　所 時　間

4/18

水

鮎河公民館 9:00 ～ 9:10
黒滝公民館 9:25 ～ 9:35
山内公民館 9:45 ～ 10:00
猪鼻浄福寺 10:10 ～ 10:20
土山公民館 10:35 ～ 11:00
開発センター 11:10 ～ 11:40
清和会館 11:50 ～ 12:00
ＪＡ土山支所 13:10 ～ 13:40
市場公民館 13:50 ～ 14:05
今宿公民館 14:20 ～ 14:35
大野公民館 14:45 ～ 15:05

4/20

金

大河原集会センター 9:30 ～ 9:40
笹路公民館 10:00 ～ 10:10
山女原公民館 10:20 ～ 10:35
山中公民館 10:50 ～ 11:05
あずま会館 11:15 ～ 11:40
北芝集会所 13:00 ～ 13:30
東瀬音集会所 13:45 ～ 14:00
頓宮公民館 14:10 ～ 14:30
前野公民館 14:40 ～ 15:00
片山公民館 15:10 ～ 15:25
梅田会館 15:35 ～ 15:40

5/16

水

大野公民館 9:00 ～ 9:20
開発センター 9:40 ～ 10:10
山内公民館 10:30 ～ 10:50
鮎河公民館 11:05 ～ 11:25

●水口町
月日・曜 場　所 時　間

4/11
水

虫生野会館 9:10 ～ 9:50
三本柳公民館 10:10 ～ 10:25
三大寺公民館 10:45 ～ 11:20
山上公民館 13:05 ～ 13:20
牛飼公民館 13:40 ～ 14:10
北内貴山尾館 14:30 ～ 15:00
宇川会館 15:20 ～ 15:45

4/12
木

柏木公民館 9:10 ～ 9:50
中央公民館裏駐車場 10:15 ～ 11:15
北部コミュニティセンター 13:05 ～ 13:40
今郷公民館 13:55 ～ 14:10
嶬峨草の根集会所 14:25 ～ 14:45
和野草の根集会所 15:00 ～ 15:20

月日・曜 場　所 時　間

4/17
火

名坂公民館 9:10 ～ 9:40
東部コミュニティセンター 10:05 ～ 11:05
春日公民館 13:05 ～ 13:40
広野台東区集会所 14:00 ～ 14:30
広野台西区集会所 14:45 ～ 15:10

4/19
木

泉消防団車庫 9:10 ～ 9:40
宇田公民館 10:00 ～ 10:20
市役所水口庁舎駐車場 10:40 ～ 11:15
松尾団地集会所 13:05 ～ 13:30
第４水口台集会所 13:50 ～ 14:30
第３水口台集会所 14:50 ～ 15:30

5/17
木

市役所水口庁舎駐車場 9:05 ～ 10:20
貴生川公民館 10:45 ～ 11:15
岩上公民館 13:05 ～ 13:45
伴谷公民館 14:15 ～ 14:45
山集会所 15:00 ～ 15:30

月日・曜 場　所 時　間

4/17
火

寺庄公民館 9:10 ～ 9:30
池田コミュニティセンタ－ 9:40 ～ 10:00
ＪＡ宮支所倉庫跡 10:10 ～ 10:25
柑子公民館 10:35 ～ 10:50
ニュ－ポリスＡゲ－トボ－ル場前 11:10 ～ 11:30
ニュ－ポリスＢ公民館 13:15 ～ 13:35
耕心区公民館 13:45 ～ 14:05

（旧）かえで児童館 14:15 ～ 14:30
市役所甲南庁舎 14:40 ～ 15:00

4/18
水

希望ケ丘 ( 本町）自治会館 9:10 ～ 10:10
甲賀市希望ヶ丘防災
コミュニティセンター駐車場 10:20 ～ 11:20

市原倉庫 11:35 ～ 11:45
杉谷公民館 13:10 ～ 13:30
市之瀬公民館 13:40 ～ 13:50
新田公民館 14:00 ～ 14:10
下磯尾公民館 14:20 ～ 14:35
竜法師公民館 14:45 ～ 15:05
市役所甲南庁舎 15:15 ～ 15:30

5/23
水

寺庄公民館 9:10 ～ 9:30
池田コミュニティセンタ－ 9:40 ～ 10:00
竜法師公民館 10:10 ～ 10:30
杉谷公民館 10:40 ～ 11:00
耕心区公民館 11:15 ～ 11:35
希望ケ丘（本町）自治会館 13:15 ～ 13:45

甲賀市希望ケ丘防災
コミュニティセンター駐車場 13:55 ～ 14:25

市役所甲南庁舎 14:35 ～ 15:00

●甲南町

●狂 犬 病 予 防 注 射 の 日 程 ●
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狂犬病予防注射のお知らせ狂犬病予防注射のお知らせ
狂犬病予防注射の巡回（集合注射）を別表のとおり行います。犬の新規登録・住所等の変更届・犬の死亡
届も同時にしていただけます。

注射は市内のどの会場でも受けられます。（甲賀市以外の登録犬については事前にご相談ください。）また、動物
病院でも随時受けることができます。（注射手数料は下記と異なる場合があります。）

狂

　注射予定日の前に
●注射予定日約1週間前から犬をよく観察して健康チェッ
クをしておいてください。
●病犬や老犬、健康に不安のある犬は事前に動物病院で
の健康診断受診をおすすめします。

●冬産まれの子犬は各種のワクチンが同時期に重なりま
す。副作用の防止には一定の接種間隔が必要ですので、
事前にかかりつけ病院に相談してください。

●生後90日以内の犬や妊娠中または出産後間もない犬は
接種できません。

　集合注射の当日
●安全のため小さなお子さんの同行は避けてください。
●事故防止のため、犬を十分制止できる人が連れてきてく
ださい。
●不安や緊張から攻撃的になってしまう犬には口輪を使
用してください。

●リードから離れて犬が脱走しないよう注意してください。
リール式リードはストッパーをかけてください。

　注射を受ける前に
●注射の前に獣医師による問診がありますので正確に答え
てください。
●病気など気になる症状がある場合や、過去に注射などで
体調を崩したことがある犬は必ず事前に申し出てくださ
い。体調に問題があるときにワクチン注射を受けると、生
命に関わることがあります。

　注射の受け方
●獣医師の指示のとおりに犬を保定（しっかりおさえること）
してください。お尻または首に注射するのが基本ですが場
合によってはその他の部位に注射します。

●安全で確実な保定をするには犬の首と頭、胴体をしっかり
おさえます。
●犬がじっとしていれば注射は一瞬で済みます。注射のあと
も犬が暴れないように注意してください。
●飼い主自身が犬に噛まれないように気をつけてください。

注　意　事　項

　
●犬の登録カード（愛犬カード）
●「狂犬病予防注射のお知らせ」ハガキ
●予防注射手数料（3,200円）

登録済の場合
【
持
ち
物
】

新規登録の場合
●登録料（3,000円）
●予防注射手数料（3,200円）

※費用はつり銭のないようにお願いします。

狂犬病と予防対策
　昨年、海外からの帰国者で、狂犬病の輸入感染症例が相次
いで2例確認されました。日本においては昭和33年以降狂犬
病の発生はなく、いずれも海外の狂犬病流行地域で犬に咬ま
れたために感染したと考えられています。
　狂犬病はすべての哺乳動物が感染しますが、人に狂犬病を
感染させるおそれのある動物としては犬が一番危険性が高い
とされています。なぜなら、犬は狂犬病ウイルスに対する感
受性が高い上、人間に一番身近な動物だからです。世界の流

行地を見ても、犬による狂犬病が一番多いのはこのためです。
　そこで、狂犬病予防法に基づいて、飼い主は必ず飼い犬の
登録をして所在を明らかにし、飼い犬に狂犬病予防ワクチン
を毎年１回接種しなければなりません。
　国内に狂犬病が発生していないからといって油断は禁物で
す。海外との流通が盛んな現代では、いつ狂犬病ウイルスを
持った動物が侵入しないとも限りません。
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○や

「おりの中の秘密」
伴谷小学校　山村奈都希さん（12歳）
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「ザリガニさん」
貴生川幼稚園　平田　裕一 さん（６歳）

ひらた　    ゆういち


